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平成21年度のＰＡ会の幹事長を務めております
福田賢三でございます。
今年の２月に就任して以来７ヶ月が経過し、残

り５ヶ月弱となりました。
幹事長に就任して以来、極端に大きな事業、行

事などがなく、作業部会の担当幹事の先生方に大
変ご協力をいただきましたので、何とか職務を全
うできたのではないかと思っております。
これからも、ＰＡ会の会員各位及び弁理士の先

生方に接し、有益な情報があればＰＡ会の皆様方
に流すことにより、お役に立てばと考えておりま
す。
昨年の暮れに、ＰＡ会のある長老から幹事長の

要請があったとき、弁理士登録をしてから30年以
上も経過している私が、今更どうして、なぜ？等
の疑問がありました。しかし、幹事長がいないと、
団体として機能しないし、組織できないというこ
とで、幹事長を承諾した次第です。
幹事長という役職が決して楽ではないことは十

分に承知していました。そして、幹事長に就任し
てから約３ヶ月程度は予想以上に多くの行事、会
合などに引き出されましたが、初夏の頃から会合
なども少なくなり、事務所での仕事やプライベー

トでの時間を費やすことができるようになりまし
た。
最近ではＰＡ会のメンバーに若手の弁理士が増

加していますので、彼等にこれから積極的に会務、
行事その他について参加してもらい、ＰＡ会の組
織として若返り、活性化された状況で運営したい
と思っております。
100年に一度といわれている超不景気な状態が、

昨年度から現在までも続いておりますが、私共弁
理士は知的財産を通じてこの不景気な状況を解決
しなければならないと考えております。そのため
には、一般社会にとって有益な技術の研究開発を
創造することにより特許権などの独占的な権利を
創設し、この権利を有効に活用することにより再
び研究開発を創造するという知的創造サイクルを
築く必要があると思います。
また、我々弁理士は、その知的創造サイクルの

中にあって重要な地位を占めるわけですからあら
ゆる努力をしながら、一般社会にいくらかでも貢
献する必要があるのではないかと考えております。
きわめて簡単ではありますが、幹事長就任の挨

拶とさせていただき、これからもご支援ご協力を
切にお願い申し上げます。

ご挨拶

ＰＡ会の幹事長の挨拶

ＰＡ会幹事長　福　田　賢　三
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１．はじめに
ＰＡ会のご推薦により副会長を拝命させて頂い

てから約半年が経過しました。その間、ＰＡ会の
皆様には大変お世話になっており、日頃の会務の
ご協力に厚く御礼申し上げます。特に、本年度の
執行役員会で担当させて頂いている知的財産政策
推進本部、総合政策検討委員会、広報センター、
バイオ･ライフサイエンス委員会、農林水産知財
対応委員会、関東支部･支部長会議、および監事
会においては、多くのＰＡ会の皆様に支えられて
おり、この紙面をお借りして厚く御礼申し上げま
す。会務関係につきましては、本誌と前後して発
行される日弁会報第33号と、本年度のパテント誌
８月号で報告させて頂いておりますので、今回は
重複しないよう、担当とは別の観点から報告させ
て頂きたいと思います。

２．会務スタートまで
副会長に当選して直ぐの昨年11月に準備委員会

が立ち上がり、３月まで週１回朝から晩まで会務
についての勉強会を行なってまいりました。また、
３月には合宿をして本番に備えました。本番直前
は、「準備万端、やるぞ！」というよりは、正直、
「あれもこれも分からないままだけど、え～い、
儘よ、あとは野となれ山となれ！」という気分で
した。兎に角、担当する委員会にこれまで全く所
属したことがなくとも担当しなければならず、会
務がスタートしてから「ああ、こんなことをして
たのか。」と納得する場面が多々ありました。

３．弁理士制度110周年記念式典まで
弁理士登録をした翌年、90周年記念式典に出席

したときに皇太子殿下と現職の総理大臣を遠方か
らですが初めて直接見る機会を得、弁理士制度の
社会的地位の高さに驚き、100周年記念式典では
天皇陛下のご臨席でその思いを一層強く抱きまし
た。そのような思いの下、110周年では期せずし
て副会長として出席できたことを光栄に思ってお

ります。弁理士制度が今後も発展し続けることを
切に願うところですが、現状では、弁理士制度を
取り巻く環境は決して生易しいものではないと感
じております。
ところで、この７月１日までは、正に、ジェッ

トコースターに乗っているような毎日でした。４
月に本番がスタートして以来、裁判所や特許庁な
どの関係機関や諸団体の挨拶周りに始まり、次に
各支部への挨拶まわり、その間、担当する委員会
の立ち上げなど、ほぼ、毎日何等かの会務に追わ
れる毎日が続きました。

４．弁理士制度110周年記念式典以降
各副会長がそれぞれの担当の会務に慣れ、弁理

士会が置かれている状況も十分に理解できるよう
になってきた８月に、後半に備え執行役員会では
合宿を行い、それぞれ担当する委員会の問題点や
今後の方向性を議論しました。このような合宿を
行なったことで、各委員会やセンターで何が問題
となっているか、また、今後どのような対応をす
べきかを、執行役員会でしっかり共有することが
できました。
担当する会務関係につきましては、上述したよ

うに、日弁会報とパテント誌で報告させて頂いて
おりますので、それ以外の点で個人的に気付いた
点を以下に紹介させて頂きます。
先ずは、会員問題です。現在、8200名を超える

全弁理士のうち半数以上がここ10年以内の合格者
で占められており、会員の急増とともに、会員問
題も増えてきております。週１回の執行役員会に
おいても、会員問題に関する議案の占める割合は
決して少なくありません。不景気を反映しての会
費未納の問題、会員同士のトラブル、依頼人から
会員への苦情等、様々な問題があります。問題が
問題だけに、会員担当の副会長の苦労は並大抵な
ものではありません。
次に、研修所関係です。担当副会長が直接電話

で話をしてもなお継続研修を受講しない会員への

会 務 報 告

日本弁理士会副会長　本　多　一　郎

日本弁理士会副会長挨拶



3

今後の取り組み、弁理士登録の要件である義務研
修のあり方など、弁理士登録に直結する問題だけ
に、今後も慎重かつ十分な議論が求められており
ます。
最後に、支部と本会との関係です。支部の規模

や歴史により支部間の格差は今後広がる一方であ
ると思います。そのような状況下で、本会が支援
活動、研修、弁理士の派遣や推薦などにおいてど
のような調整役を果たしていくかは、今後の重要
課題になってくると思います。

５．最後に
今から、１年と少し前、ＰＡ会常任幹事であっ

た弊所の故阿形明前所長から初めて副会長推薦の
話を伺いました。しかし、そのときは、事務所合
併後間もないことなど、様々な状況から「光栄で
すが無理です」と申し上げたのがつい先日のこと
のように思い出されます。そのとき、阿形先生は、
自分が副会長をやったときも事務所は決して楽な

状況ではなかったことなど、当時の様子を切々と
お話しされ、「事務所は大丈夫だから」との阿形
先生の一言で大役をお引き受けする決心がつきま
した。
しかし、その阿形先生は、金曜日の夜全くいつ

もと変わりない様子で仕事のお話をされていた次
の週の４月27日月曜日の未明、突然、帰らぬ人と
なってしまいました。会務のスタートからまだ一
ヶ月も経っておらず、それはあまりにも突然でし
た。その日から今日まで、ＰＡ会の皆様には一方
ならぬお世話になり、また、多くの励ましのお言
葉を頂戴し、この場をお借りして厚く御礼申し上
げます。
今となっては副会長として会務を全うすること

が阿形先生の遺志であると信じ、残りの約半年の
任期の会務に対しても微力を尽くす所存でおりま
すので、是非とも引き続き皆様の変わらぬご支援
ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。



4

昨年度の役員選挙において常議員に選出頂き、
今年度は会長からの指名により執行理事として活
動を行っております 。常議員選挙に際してはＰＡ
会の皆様の応援を頂き無事当選することができ、
ここに改めて皆様に感謝申し上げます。
今年度の執行役員会は、筒井会長の下、８名の

副会長と、11名の執行理事で構成されております。
執行理事11名のうち６名が常議員から選出指名さ
れており、私もそのうちの一人です。執行役員会
の定例開催日は毎水曜日で、原則的には午前10時
から10時半まで正副会長による会合が行われ、そ
の後10時半から執行役員会となります。執行役員
会では毎週多くの議案が提出され、昼食を挟んで
熱心に議論が行われています。議題としては、各
委員会から提出された要望、問題提起を含む事案
や、会員問題を含む様々な事案が議論、検討され
ます。私個人としては、平成15年度に副会長とし
て同様な議論を行ったのですが、今年度の議論を
思うに、会員数の増加もあってか会員問題が増え
ており、弁理士倫理を含め的確な対応が必要であ
ると痛感しています。
今年度執行役員としての私の役割は、ＰＡ会選

出の本多一郎副会長の下で総合政策委員会を担当
し、西島孝喜副会長の下で国際活動センターと産
業競争力推進委員会とを担当することです。
総合政策委員会に関しては、現時点（Ｈ21/9）

で、総合政策委員会の今年度の諮問事項のうちの
「再登録時における旧登録番号復活制度導入のた
めの検討について」がほぼ完了して報告書作成段
階です。残念ながら旧登録番号の復活は難しいと
いう結論ですが、詳細については別途発表になる

のでご覧ください。現在は次の諮問事項である「日
本ビジネスサポートセンター（仮称）を外部機関
として創設することの可能性およびその具体的方
策についての検討」を中心として検討を進めてお
ります。
国際活動センターに関しては、４月にドイツ弁

理士会が来日してのセミナー、ミーティングから
始まって、海外との交流が行われ且つ予定されて
おります。今年度は筒井会長の国際関係を重視す
るとの方針の下、カナダ弁理士会からの招待を受
け、９月23日～25日のカナダ弁理士会年次総会に
初めて出席することになり、私が会長代理として
出席することになっております。また、10月以降
は、ＡＩＰＬＡ年次総会（ワシントンＤＣ）、韓
国弁理士会との交流会（東京）、中華商標フェス
ティバル（青島）、中国専利代理人協会との交流
会（上海）、ＦＩＣＰＩ代表団来日、ＡＩＰＬＡ
ミッドウインターミーティング（米国La Quita）
等、行事が目白押しの状態です。
産業競争力委員会に関しては、中国法改正に対

応する検討、中華商標フェスティバルへ参加して
のセミナー企画、インド・ロシアの税関制度につ
いてのセミナー企画、中国等の模倣品対策につい
ての検討、コンテンツの模倣問題についての検討
等、種々の検討がスムーズに進められております。
以上簡単な現況説明ですが、本年度は常議員

（一年目）と執行役員という二つの職務を全うす
べく、可能な限り努力するつもりです。ＰＡ会の
会員の皆様にはこれらに関してご協力をお願いす
ることもあると思います。どうかよろしくお願い
します。

日本弁理士会執行理事挨拶

Ｈ21年度執行役員（常議員）　大　西　正　悟
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私は平成21年度の常議員選挙でＰＡ会の推薦を
受けて立候補し、無投票当選させて戴きました。
お忙しい中、応援団長をはじめ熱心に選挙運動を
して戴いた方々の賜物と感謝すると共に心から御
礼申し上げます。
先ず、日本弁理士会会則における常議員に関す

る規定の概要をご紹介して、本年度の活動をご報
告したいと思います。

【常議員制度について】
常議員会は、会則78条に規定されているように、

以下の事項について審議します。
（１）総会に付する議案に関する事項
（２）総会から委任された事項
（３）会規の制定、改正又は廃止に関する事項
（４）本会の予算外支出又は予算超過支出に関す

る事項
（５）経済産業省、特許庁その他の官公署に対す

る建議並びに諮問に対する答申に関する事
項

（６）綱紀委員会、不服審議委員会、審査委員会、
紛議調停委員会、選挙管理委員会、及びコ
ンプライアンス委員会の委員の選任に関す
る事項

（７）本会又は会員の社会貢献に関する事項
（８）その他会長が必要と認めた事項

常議員の任期は２年であり、選挙区選挙（７選
挙区）を通じて定数の半数が毎年入れ替わります。
そして、常議員会を構成して、総会に先立って執
行役員会（会長、副会長、執行理事）の提案を事前
に審議することを主な役割としています。

【平成21年度の活動】
本年度の常議員会は、常議員60人、執行理事11

人（常議員との兼任が６人）、正副会長９人の合計
74人で構成されています。

本年度は、これまでに２回の常議員会が開催さ
れました。

第１回常議員会（平成21年４月15日開催）
執行理事の選任、常議員会審議委員会の設置及

び委員の選任について承認されました。また、審
議委員会として第１～４委員会が設けられました。

第２回常議員会（平成21年５月７日開催）
定期総会の議案事項（平成20年度の事業報告及

び決算、平成21年度の事業計画及び予算、会令の
改正及び制定など）について審議しました。
新しい動きとしては、弁理士過疎地域の地方自

治体の知財推進活動に日本弁理士会として協力す
るため、会令「日本弁理士会会設事務所設置規則」
制定について審議しました。
限られた時間内で多くの議案を審議することは

大変ですから、事前の予習が必要となります。第
２回常議員会での審議に先立って、執行役員会に
よる常議員会議案説明会が開催され、事前に議案
の説明と質疑が行われました。

【その他】
今年は、会員数が８千名を越え、毎年500名

前後の弁理士試験合格者が新たに会員登録してい
ます。このように増え続ける会員の声を反映させ
るには、選挙により全国の弁理士から選出された
常議員をもっと活用するべきだと思います。

以上

常議員制度と活動報告

日本弁理士会常議員　中　野　圭　二

日本弁理士会常議員挨拶
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平成21年度日本弁理士クラブ副幹事長を務め、
既に７ヶ月が経過しました。
日本弁理士クラブは、春秋会、稲門弁理士クラ

ブ、南甲弁理士クラブ、無名会及びＰＡ会の５会
派によって構成される連合体組織であり、その会
員数は優に2000名を越える最大の弁理士会派組
織となっています。また、設立から60年余りとい
う長い歴史を誇ります。
ＰＡ会等のような個別会派の他に、何故こうし

た連合体組織が必要なのか奇異に感じる方もいら
っしゃるかも知れません。私自身、日本弁理士ク
ラブの設立までの経緯を知っているわけではあり
ませんが、例えば、日本弁理士会が、８つの会派
に対してそれぞれ意見聴取を求めた場合、８つの
会派からバラバラな意見が集まってきて、それを
纏め上げることは大変であろう、という推測はで
きます。それよりも、日本弁理士クラブのような
連合体組織に、ある程度の数の会派の意見を取り
纏めてもらった上で、それを聴取する方が、遙か
に効率的と考えられます。
それ故に、日本弁理士クラブは、日本弁理士ク

ラブに所属する５会派の意見調整を行い、それに
基づき日本弁理士会を人材面及び政策面でサポー
トする、と言う役割を担っています。
日本弁理士クラブは、所属会派間の交流を図る

べく、旅行会、ゴルフ大会、ボーリング大会、テ
ニス大会といった様々な催し物を行っています。
そして、そうした催し物を実行するのが日本弁理
士クラブの幹事会です。
日本弁理士クラブの幹事会は、幹事長、５名の

副幹事長、政策委員会委員長及び各会派から選出
された幹事数名で構成され、ほぼ毎月幹事会を開
催し、そうした行事の企画実行を行っています。

また、組織運営に必要な、規約委員会、研修委員
会、会報委員会、ホームページ委員会及び協議委
員会と言った委員会を擁しています。
日本弁理士クラブ副幹事長は、それぞれ二つ程

度の委員会又は催し物を担当します。因みに、私
の担当は、会計、政策委員会及びゴルフ大会です。
ゴルフ大会は、去る６月の日本弁理士クラブ旅

行会の折に行われ、梅雨間近の時期にも拘わらず、
珍しく晴天に恵まれました。詳細については、日
本弁理士クラブの会誌にてご紹介申し上げます。
会計担当は、日本弁理士クラブの活動予算を立

て、その執行を監視する立場にあります。実は
昨年度予期せぬ会長選挙があったため、選挙資金
が嵩み、日本弁理士クラブは厳しい財政状況に陥
りました。幹事会スタート当初は予算が立たない
かも知れない、という危惧さえ持たれました。し
かしながら、昨年度までの支出内容を精査したと
ころ、省ける箇所も散見され、結果としては、き
ちんと実行可能な予算を組立てることができまし
た。現在は収入に見合った健全な財政状況の実現
及び来年度に予想される日本弁理士会会長選挙に
備えて十分な選挙資金を蓄えることを目標として、
着々と予算を執行しています。
来年度の会長選挙においては、各会派の調整役

でもある日本弁理士クラブの役割は益々大きなも
のになると考えます。私個人としては、来年度は
日本弁理士クラブの幹事会からは晴れてお役ご免
になっているはずですが、今年度の自分にできる
こと存分に果たしていく所存です。
最後になりましたが、昨年度のＰＡ会幹事長在

職中は、多くのＰＡ会会員のご協力及びご指示を
いただきました。この場を借りて心より御礼申し
上げます。

日本弁理士クラブ副幹事長挨拶

日本弁理士クラブ副幹事長　神　林　恵美子



7

平成22年度の弁理士会役員定時選挙が近づいて
きました。
役員定時選挙は、会長、副会長、常議員、監事

について行われます。
会長は２年任期であり、今年は選挙がありませ

ん。副会長は、定員８人、１年任期であり、毎年
選挙によって新たな副会長が選出されます。常議
員は、定員60人、２年任期であり、毎年半数（30
人）の選挙が交代で行われます。監事は、外部監
事の他、定員10人、２年任期であり、半数（５人）
が毎年選挙によって選出されます。
そして、会長、副会長、監事については、全都

道府県の区域を通して選挙が行われます。一方、
常議員については、選挙区が定められており、各
選挙区毎に選挙が行われます。すなわち、常議員
の選挙は、常議員数が、北海道・東北選挙区、関
東選挙区、東海選挙区、北陸選挙区、近畿選挙区、
中国・四国選挙区、九州選挙区の７ブロックに按
分されて選挙が行われます。
ＰＡ会は、約800人の会員を擁護する一大派閥

会派として、毎年多くの弁理士会役員を送り出し
おり、今年は下記の副会長１人、常議員（関東選
挙区）４人、監事１人の立候補者を推薦すること
に決定いたしました。
副会長候補：狩野　彰　　　会員
常議員　　：村田　実　　　会員
　　　　　　高橋　誠一郎　会員

　　　　　　野上　晃　　　会員
　　　　　　穂坂　道子　　会員
監事候補　：一色　健輔　　会員
副会長候補である狩野彰会員は、弁理士会常議

員、委員会委員長、副委員長の他、ＰＡ会幹事長、
日弁副幹事長など多くの経験があり、会務に精通
した優れた能力のある人材です。また、常議員候
補、監事候補の諸君も弁理士会副会長、常議員、
委員会委員長、副委員長などの経験者も含んだ弁
理士会活動に最適な人材であります。
今年のＰＡ会では、下記のメンバーによって、

協議委員会を構成し、上記の立候補者を推薦する
ための準備を進めてまいりました。
福田　賢三（幹事長）
萩原　康司（協議委員長）
林　篤史　　　野田　薫央（同副委員長）
浅村　皓　　　足立　泉　　　板垣　忠文
岡部　譲　　　越智　隆夫　　神林　恵美子　

　小池　寛治　　谷　義一　　　福田　伸一
柳田　征史　　渡邊　伸一
ＰＡ協議委員会は、選挙運動期間に入り次第、

選挙対策委員会として精力的に選挙運動を展開し、
全候補者の当選に向かって全力で邁進してまいり
ます。
是非とも皆様の多大なるご協力をお願い致しま

す。

ＰＡ協議委員会報告

ＰＡ会協議委員長　萩　原　康　司

ＰＡ会協議委員長挨拶
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この度、ＰＡ会の推薦を受け、平成22年度日本
弁理士会副会長に立候補させていただくことにな
りました。弁理士登録から現在までの概略を紹介
させていただくとともに、副会長候補としてのご
挨拶を申し上げます。

約20年前に弁理士試験に合格し、弁理士登録と
同時に事務所を開設しました。事務所は自宅の一
部を使い、ワープロ機１台、ＦＡＸ機１台でスタ
ートしました。クライアントはほとんどゼロ、地
道にコツコツ営業活動を始めました。

しかし、特許、商標は日本国内だけではなく外
国でも重要であるとその頃から考えていましたの
で、すぐに外国へ旅立ち、ＡＩＰＰＩの国際会議
に一人で出席しました。以前から知り合いのイギ
リス弁理士と毎日、会場ロビーで会い、その紹介
でフランス・グループのパーティーに参加するこ
とができました。その会場の博物館で、アメリカ、
イギリス、ドイツの弁理士と親しくなり、その中
のドイツ代理人とは今でも仕事の付き合いが続い
ています。また、エクスカーションの帆船の上で
韓国の代理人と知り合いになり、仕事を含めて親
交が続いています。海外の代理人との仕事は当時
わずかでしたが、弁理士業務を続ける上で、励み
となり、私の貴重な宝となっています。

開業から２年ほどたち、少し余裕が出てきまし
たので、やっとＰＡ会に入会させていただきまし
た。ＰＡ会には知り合いがほとんどいない状態で
したが、旅行会などに参加し、多くの先生方とお
話しすることができ、以後ご指導をいただいてお
ります。

弁理士会の委員会活動については、他の会派の
先生から誘われて知的財産支援センターの発足時
の総務部長や副センター長を行ったことがきっか
けとなり、関心を持つようになりました。知的財

産支援センターの立ち上げを正副センター長とと
もに情熱を燃やして取り組みました。地方と都市
との会員の意識の差などを支援センターの活動を
通して初めて知ることができました。

その後、ＰＡ会の幹事、幹事長、選対委員長を
歴任させていただくとともに、ＰＡ会からの推薦
で、日本弁理士会の総合政策検討委員会の委員長、
副委員長や例規委員会の委員長や関東支部設立準
備ＷＧの委員や関東支部の副支部長や役員制度検
討委員会の委員などを経験させていただきました。
また、日本弁理士クラブの副幹事長や幹事となり、
他の会派の多くの先生と顔見知りになり、議論す
る機会も増えました。

ＰＡ会に入会したことがきっかけとなり、ＰＡ
会幹事会やＰＡ会研修等に出席するようになり、
弁理士制度や知的財産制度を取り巻く「動き」を
広い視野で見るための基礎が少しは築かれてきた
のではないかと感じております。

また、その間に、受験勉強中にお世話になった
事務所の一部分を引き継ぐことに合意し、弁理士、
事務員をお引き受けするとともに内外のクライア
ントからの多くの仕事を継続する骨の折れる貴重
な経験をしました。これによって「事務所継承」
の問題点や困難性について多少考える機会が得ら
れました。

弁理士法第63条（役員）第３項に「副会長は、
会長の定めるところにより、会長を補佐し、会長
に事故があるときはその職務を代理し、会長が欠
員のときはその職務を行う。」と規定されていま
す。平成22年度の会長は、今年度に引き続き、筒
井大和先生であり、ＰＡ会が属している会派であ
る「日本弁理士クラブ」の出身ですので、なおさ
ら、筒井会長を補佐し、担当する会務を執行する
ことに励むとともに、執行理事会等において積極

狩　野　　　彰

副会長立候補挨拶

日本弁理士会副会長
立候補のご挨拶
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的に建設的に議論を戦わせる所存であります。

次年度に特に関心を持っているテーマは、
１）公的資金の受け皿となる「外部機関」の設立
２）関東支部の充実による地元弁理士の仕事の

　　　拡大
であります。

担当する会務はまだ決まっておりませんが、関
連する情報、知識の蓄積を早期に充実させ、今ま
での経験を生かしつつ、先達者や担当者のご意見
に耳を傾け、副会長の責務を全うしていきます。
今後ともＰＡ会の先生方のご鞭撻、ご支援をいた
だきますよう心からお願い申し上げます。
　　　　　　　　　　（文書責任者：萩原康司）
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ＰＡ会からの推薦を受けて、22年度の常議員候
補として立候補させて頂きました。
常議員は、昭和63年～平成２年に務めており、

今回当選させて頂くと２回目の常議員となります。

１回目の常議員をなんとか無事過ごした後は、
ＰＡ会からの推薦によって、日本弁理士会副会長、
執行補佐役（会員への苦情相談担当）、研修所副
所長、関東支部副支部長、弁政連副会長の他、各
種委員会の委員長、副委員長、委員を数多く経験
させて頂きました。
常議員制度は、１回目の任期においては監査が

主でしたが、時代の流れと共に大きく変化して、
日本弁理士会の正副会長を主とする執行部的な役
割をも果たすようになってきました。執行部を構
成する執行理事の半数以上が常議員であることも
その現れでしょう。
１回目の常議員から現時点までの私の日本弁理

士会等での活動を振り返ってみると、会員問題、
研修関係および弁政連が非常に大きなウエイトを
占めており、また、ＷＴＯや外国法事務弁護士に
関連して職域問題に関するウエイトが大きかった
ことを感じております。

昨今の経済事情や弁理士の大幅増員等から弁理
士を取り巻く環境が非常に厳しくなっており、弁
理士個人では勿論のこと日本弁理士会をもってし
て容易には解決策を見いだせない、という状況に
なっております。このような状況下において、今
までの経験を活かすべく、日本弁理士会内部にお
ける会員問題や研修関係についての活動は勿論の
こと、弁理士の地位の維持、向上のために、弁政
連関係の活動を始めとする対外的な活動にも積極
的に関与できればと思っております。
日本弁理士会の会長である筒井大和先生とは、

弁理士試験の同期合格ということもあってフラン
クに話し合える関係にあります。筒井会長は、会
長選挙の際に、弁理士の料金問題を１つの大きな
政策項目として掲げておりましたので、この料金
問題にも関与できればと考えております。

日本弁理士会の役員として活動する機会はこれ
が最後になるであろうと思っており、微力ながら
日本弁理士会や会員のために少しでも役立てる活
動ができたら、というのが率直な気持ちでありま
す。

以上
　　　　　　　　　　（文書責任者：萩原康司）

常議員立候補のご挨拶

村　田　　　実

常議員立候補挨拶
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この度、ＰＡ会からのご推薦を頂き、平成22年
度の常議員に立候補させていただくことになりま
した。どうぞ、よろしくお願い申し上げます。

立候補に際して、簡単に自己紹介をさせていた
だきます。
私は、昭和35年（1960年）に新潟県南魚沼郡塩

沢町というところで生まれました。塩沢町は、ス
キー場と魚沼産コシヒカリで有名です。生まれは、
塩沢町ですが、育ったのは、東京の江戸川区平井
です。昭和30年代の終わり頃までは、工場や町工
場の多い町でした。工場が汲み上げる地下水の量
が多いため、毎年十cmぐらい地盤が沈下し、川よ
りも低い所謂０メートル地帯です。しかし、都営
住宅ができると住宅が増え始め、次第に、工場は
地方へ移転し住宅街に変わっていきました。そん
な土地で育った私は、一応、下町育ちといえるか
もしれませんが、「いき」とは程遠い「野暮」で「鈍
重」な性格であることをご容赦くださいますよう
お願い申し上げます。
昭和58年に千葉大学工学部機械工学科を卒業し、

昭和60年に同大学の大学院工学研究科機械工学専
攻を修了いたしました。修士課程では、含水エタ
ノールディーゼルエンジンの燃焼の研究をしまし
た。当時は、まだ、1973年のオイルショックの印
象が強く残っており、石油に代わる代替燃料が求
められていました。エタノールは、いわゆるバイ
オマス燃料ですが、日本では開発があまり進みま
せんでした。修士課程修了後、三菱重工業の長崎
研究所へ就職し、ディーゼルエンジンの燃焼の研
究を続けました。
しかし、その後、弁理士試験を受験することを

決意し、私の父が大変お世話になっている岡部正
夫先生の事務所に、昭和63年に入れていただきま
した。岡部国際特許事務所では、井上義雄先生に
いろいろとご指導をいただき、特に、クレームド
ラフティングについて丁寧に教えていただきまし
た。これが、私の実務の基礎になっており、今ま

で大過なく仕事をしてこられたのも、井上先生の
ご指導によるものと大変感謝しています。井上先
生は、10年以上前に独立され、井上国際特許商標
事務所を経営されています。
岡部国際特許事務所で実務経験を積みながら弁

理士試験の勉強をする機会を頂き、どうにかこう
にか平成７年（1995年）に弁理士試験に合格する
ことができました。この年は、１月に阪神・淡路
大震災があり、３月に地下鉄サリン事件があり、
11月に弁理士登録と同時に娘の誕生がありと、悲
喜こもごもの一年でした。

ＰＡ会へは、岡部正夫先生の紹介で入会できま
した。そして、岡部譲先生に誘われてＰＡ会の
旅行会や集まりに参加させていただきました。Ｐ
Ａ会の旅行会や集まりは豪華なもので、弁理士に
なってよかったなあと思いました。しかし、その
後、90年代の後半からは、ウルグアイラウンドの
GATSの影響などによりサービス業の自由化が叫
ばれ、弁理士の業務内容が拡大するとともに競争
の厳しい時代になってきました。
ＰＡ会では、研修部会のお手伝いをさせていた

だきました。ＰＡ会は、優秀な先生方が多くいら
っしゃいますので、講師の先生に事欠くことはあ
りませんでしたし、皆様快く講師を引き受けてく
ださいました。また、講義後の懇親会では、立派
な先生方が寄付をして下さり、とても助かりまし
た。ＰＡ会の先生方にはとても感謝しています。

弁理士会の活動は、ＰＡ会からの推薦により、
平成13年に特許委員会に参加させていただきまし
た。その後、平成15年から現在まで研修所運営委
員会に参加させていただいています。この間に、
弁理士を取り巻く環境は大きく変化し、研修に関
しても、平成15年に特定侵害訴訟代理業務に関す
る能力担保研修が開始され、平成20年に法定義務
研修が開始されました。法定義務研修によれば、
弁理士登録を希望する者に対して登録前に「実務

常議員立候補にあたって

高　橋　誠一郎

常議員立候補挨拶
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修習」としての義務研修が課され、既登録の全弁
理士に対しても「継続修習」としての義務研修が
課されます。弁理士は、知的財産に関する法律の
知識を熟知しているとともに、特許庁や裁判所に
対する実務能力にも優れていると思います。また、
弁理士業務内容の拡大に伴い知的財産全般に渡り
総合的な法律知識と能力を必要とする仕事をされ
ている弁理士や、自由競争の中で特許や商標など
の専門家としての専門的な知識と能力を発揮する
仕事をされている弁理士の方々がいらっしゃいま

す。このような状況の中で、日本弁理士会の研修
所において、法律知識と実務能力の両面から研修
を取り入れて、さらに弁理士の地位が向上するこ
とを期待しています。
このように、日本弁理士会の役割は、今後ます

ます大きくなっていくものと思われます。私も、
常議員に当選させていただけましたならば、日本
弁理士会に微力ながらお役に立てるように、全力
を尽くす所存でございます。どうか、皆様のご指
導とご支援をよろしくお願い申し上げます。
　　　　　　　　　　（文書責任者：萩原康司）
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この度、ＰＡ会よりご推薦をいただき、平成22
年度の常議員候補として立候補させていただくこ
ととなりました。どうぞ、よろしくお願い申し上
げます。

まず、簡単に自己紹介をさせていただきたいと
思います。
私は、昭和58（1983）年に早稲田大学を卒業後、

建材メーカーに就職し、最初の５年間、研究所に
勤務した後、愛知県、新潟県の生産工場に都合10
年間勤務いたしました。研究所、工場に勤務した
15年を通して、まったく特許とは無縁の環境の中
におりました。このような私に、会社は特許関係
の部署を社内に新設するから戻ってこいというわ
けです。なにせ、当時は特許が何かすらも知らな
かったのですから、非常に驚きました。それとと
もに、配属後に何をやるんだろうと不安になった
ことを覚えております。それでも、配属後に会社
がお付き合いさせていただいていたいくつかの特
許事務所を訪問しはじめいろいろなお話をお聞き
するなか、さる弁理士より、弁理士試験にチャレ
ンジしてみたら、と言われたのが、弁理士試験の
勉強を始めるきっかけとなりました。2002年に弁
理士試験に合格、弁理士登録し、翌年の初めには
それまでの会社を退職するとともに現在の事務所
にお世話になることになりました。

日本弁理士会の会務としては、ＰＡ会のご推薦
により、現在までにパテント編集委員会（本年度
より広報センターパテント編集部会）及び特許委
員会の委員をそれぞれ務めさせていただきました。
パテント編集は、本年度で都合７年目を迎えてお
ります。その間、平成17（2005）年にはパテント
編集委員長を務めさせていただきました。パテン
ト編集は、パテント誌発刊の担当月の編集作業で
はその担当号の原稿をすべて査読しなければなら

ないので、短期間非常に大変な思いをしますが、
パテント発刊前に原稿を読むことができるという
のが１つの醍醐味だろうと思っています。また、
特許委員会は本年度で３年目を迎え、本年度は副
委員長を務めさせていただいております。特許委
員会では、非常に細かい検討作業が必要とされま
すので、その点ではパテント編集とは異なる大変
さがあると感じております。
また、日本弁理士会関東支部においても、東京

委員会の委員を務めさせていただいております。
今年度２年目を迎え、中小企業支援に関しての具
体的な企画、運営に携わっており、中小企業支援
や他の士業や業界団体との連携の重要性を改めて
感じている次第です。

ＰＡ会では、これまで組織部会、企画Ⅰ部会、
会報部会、研修部会の委員を務めさせていただき
ました。特に、組織部会では幹事及び部会長を務
めさせていただき、ＰＡ会主催の口述練習会には、
平成15（2003）年より、毎年、企画実行に携わり、
またはお手伝いをさせていただいております。ま
た、企画Ⅰ部会では部会長を務めさせていただい
ておりましたが、本年度はこの企画Ⅰ部会の幹事
を拝命し、現在、今年度の弁理士試験合格者祝賀
会の準備を進めているところです。

最後に、常議員としての活動内容やその職責な
どについてほとんどわからない状態であり、私の
ような若輩者がどの程度お役に立てるかわからな
いというのが正直なところですが、常議員として、
執行部のサポートのみならず、会員の皆様と執行
部との橋渡しとして少しでもお役に立てますよう
に、微力ながら尽力していく所存です。今後とも
皆様のご指導、ご鞭撻をお願い申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

　　　　　　　　　　（文書責任者：萩原康司）

常議員立候補にあたって

野　上　　　晃

常議員立候補挨拶
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この度、ＰＡ会からご推薦いただき、平成22年
度日本弁理士会常議員に立候補させて頂くことに
なりました。立候補に際し、簡単に自己紹介させ
て頂き、私が日頃考えていることを知っていただ
きたいと思います。
私は、父が弁理士であり、子供のころから、父

の勤務する特許事務所主催の家族旅行に参加した
り、INTAの年次総会について行ったりする機会
があり、弁理士という職業に漠然とした興味を持
っていました。その後父が独立し、小さな事務所
で母が経理でしたので、自宅に帰れば話題は常に
事務所のことで、私は、創業の厳しさ、仕事のや
りがい、といったことを身近に感じながら育ちま
した。
ところが大学も就職も弁理士とは無関係な選択

をし、結婚し、子供を産み、やりがいのある仕事
が見つからないまま悶々としているところへ、父
から事務所にアルバイトに来ないかと誘われ、父
の所であれば乳飲み子がいても働ける、という理
由のみから、初めて実際の弁理士の仕事の場に入
り込んだのでした。今思えば、父は自分の事務所
に後継ぎがいないことに気づき、暇そうな私を巻
き込んだのだろうと思います。
事務所で働いてみた結果、私は弁理士という職

業は収入も高く実にやりがいのある仕事であると
いうことに気づき、弁理士資格取得を志しました。
そして平成15年に資格を得、翌年の平成16年に父
が引退して私は事務所を引き継ぎ、現在に至って
います。
ＰＡ会には、父が大変お世話になっていたこと

から迷わず入会しました。入会後、ＰＡ会の作業
部会での活動を平成17年から現在まで４年間行い、
多くの先生方と知り合いました。私は、上記経緯

によりごく浅い経験のみでいきなり事務所の代表
を任されましたので、わからないことばかりで、
先輩の先生方から伺う話はたいへん貴重でした。
弁理士会では、研修所の委員と著作権委員会の委
員をそれぞれ二年間やらせていただき、現在は知
的財産支援センターの部員をやらせていただいて
多くのことを学んでいます。
「同業者間に知り合いを作るのではなく、他業

者に向けて知り合いを作った方が仕事に直結す
る」、「弁理士会や会派の活動は時間をとられるば
かりだからすべきではない」、といった考え方が
ありますが、現在の私にとっては、これはあては
まらないようです。私にとっては、同業者の仲間
を多く持ちその中で過ごすことによって、ようや
く外へ向ける土台作りができているように感じま
す。その土台は常に磨いていなければ意味がなく、
つまり常に何某の活動をしている必要があると思
います。それによりようやく、質の高い仕事をめ
ざし、顧客を満足させる方法を知ることができ、
ひいては優れた弁理士・優れた人間になることに
結びつくと思うのです。
若い先生方、特に、独立開業を予定している方

には、会派の活動や弁理士会の活動に、遠慮する
ことなく活発に参加することをお勧めしたいです。
活動を通じて失敗はたくさんありますが、失敗せ
ずに成長はできません。恐れることなくやってみ
てほしいと思います。
私はこの度、常議員としてＰＡ会の推薦をいた

だく機会を得ましたので、当選できましたら、常
議員としておおいに働かせていただきます。
未熟な私ですが、皆様のご指導、ご支援をいた

だけますよう、どうぞよろしくお願い致します。
　　　　　　　　　　（文書責任者：萩原康司）

常議員立候補にあたって

穂　坂　道　子

常議員立候補挨拶
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この度、ＰＡ会からのご推薦により、監事に立
候補することになりましたので、よろしくお願い
申し上げます。
日本弁理士会に「監事」なる役職があることは

知っておりましたが、これがどのような職責等を
有するのかについては、漠然とした知識しかあり
ませんでした。そこで、今回の立候補にあたり、
その辺を調べてみました。
先ず、日本弁理士会会則の第６章には役員の規

定があり、そこで本会には10人の監事を置くとさ
れ、役員の選出の規定では監事５人（定数の半数）
を、毎年弁理士の中から選挙によって選任すると
され、任期については２年となっております。そ
してさらに、会則の第９章では監事会の組織や職
責などについての規定があり、日本弁理士会規第
15号で「日本弁理士会監査細則」が設けられ、こ
こで監査に関する細かな事項が規定されています。
監事会の職責は「執行役員会の会務の執行並び

に本会の資産及び会計の状況を監査する」ことで、
会計監査に関しては、公認会計士などの外部の専
門家の意見に依存することができますが、会務の
監査については監事会が執行役員会議事録に目を
通したり、執行役員会の説明を受けるなどして行
うことになります。
さらに、監事会は本会の監査のみならず支部の

監査を含みますので、現在では本会以外に９支部
の監査を行わなければなりません。
そして、監査結果を総会において報告すること

が義務づけられております。
この規定を見ながら思い出すのは、私が副会長

の職を担っておりました平成17年度の総会におい
て、監事長の会務監査報告に対して会員から異議

の申立があり、総会が紛糾したことです。この時
に監事会の職責の重大さを思い知らされました。
この責任の大きさ以外にも、監査業務の増大が

気になります。監事会に関する規定は平成12年に
新設されたそうで、その時から現在まで監事の定
数は10名）となっておりますが、日本弁理士会の
業務及び予算規模はその当時と比べると著しく増
大しており、また支部の数も当時より７支部増え
ております。
監事10人で毎月の日本弁理士会の会計監査及び

本会および９支部の業務監査をすることは大変な
負担であり、逆に言うと詳細な業務監査は不可能
ではないかと思う程です。
監査業務そのものは事務的な判断業務であり、

監事が手分けして行うことができる内容ではない
かと思います。そうであれば、日本弁理士会の業
務の拡大及び支部の増大に合わせた適正な監事の
定数を再検討して、定数の改正を行うことも必要
ではないかと考えます。
私自身は会計の知識を持ち合わせておりません

ので、会計監査については正確な判断はできませ
ん。よって、外部の公認会計士の監査に頼ること
になると思います。また、業務監査については副
会長の経験がありますので、ある程度は理解でき
ますが、私は本来「性善説」の立場をとっており
ますので、人さまの業務監査などには最も適して
いない人物だと考えております。しかし、ＰＡ会
から監事としての推薦を受けた以上、選挙で選任
されましたら、できる範囲で職務に忠実に監事の
役を遂行する所存ですので、よろしく御協力の程
お願い申し上げます。
　　　　　　　　　　（文書責任者：萩原康司）

監事立候補挨拶

一　色　健　輔
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平成21年度の特許委員会は、委員長以下、総勢
50名で構成され、ＰＡ会からは私を含め８名の先
生が委員として参加されています。そして、昨年
同様に４つの部会に分かれて諮問事項及び審議委
嘱事項の検討を行っています。各部会における諮
問事項は、以下のようになっています。
第１部会
特許法改正事項及びその運用並びに今後の動向

に関する調査・研究（諮問１）
第２部会
特許制度の在り方（36条）についてのさらなる

調査、研究及び提言（諮問３）
「発明の認定」についての調査、研究および提

言（諮問２）
第３部会
国際的特許制度についての調査・研究（諮問４）
「発明の認定」についての調査、研究および提

言（諮問２）
第４部会
権利行使の際における特許権の安定性に関する

特許制度の在り方の調査、研究及び提言（諮問５）
「発明の認定」についての調査、研究および提

言（諮問２）
年間のスケジュールとしては、今年末までに概

要の中間報告を、３月上旬の公開フォーラムに向
けて発表資料を、年度末までに最終報告をそれぞ
れ作成、提出することになっています。

本年度の特許委員会への参加は、私にとっては
３年目になります。もともと、特許法104条の３
の規定や侵害訴訟に関心がありましたので、初年
度に特許権の行使に関連した調査、研究を行う部

会に所属し、２年目である昨年度も少しでも多く
の知見を得ようと、特許権の行使第４部会に参加
しました。そして、今年は、副委員長とともに、
第４部会の部会長を拝命いたしました。これで、
特許権の行使に関連する調査、検討に携わるのは
３年連続となります。
上記諮問事項５に関し、本年度の第４部会では、

「侵害裁判所における特許の有効性判断は、相場
感などに照らして果たして妥当といえるのか」を
調査検討すべく、特に特許庁の有効性判断と相違
する裁判例を取り上げて、その分析を手分けして
行っています。今後、各先生方の分析結果をさら
に掘り下げて検討することで、何らかの提言に結
び付けられるのではないかと期待しています。
諮問事項２についても、裁判例や審決の分析を

進めようとしています。まず、機能的クレームや
プロダクトバイプロセスクレームなどの特殊クレ
ームの特許に関して、侵害裁判所での技術的範囲
の確定や有効性判断の際の発明の認定とともに、
無効審判における有効性判断の際の発明の認定に
ついて、現状の分析を行い、さらにこれらの分析
結果と通常クレームに係る特許発明の場合の分析
結果との対比を行うなどして、どのようなことが
言えるのかが今から楽しみです。この諮問事項２
については、第２～４の各部会の検討結果を１つ
の答申にまとめますので、他の部会の検討成果と
の関連付けができるという点でも楽しみです。
まだまだ部会の先生方にいろいろご指導いただ

きながらといった状況ですが、微力ながらも現在
の検討結果が具体的な成果となるように努力して
いく所存です。

野　上　　　晃

特許委員会の活動について

実務系委員会の活動状況
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平成21年度の意匠委員会は、35名の委員で構成
され、原則として毎月１回、第４金曜日の午後３
時から午後４時50分の日程で定例会を開催してい
ます。ＰＡ会からは、私を含め６名が参加してい
ます。
委員会には、４つの部会があります。全体会議

の後、４つの部会に分かれて本年度の諮問事項、
委嘱事項の検討を夫々行っています。意匠委員会
における、本年度の諮問事項、委嘱事項は以下の
通りです。
諮問事項
１．意匠法の改正事項及びその運用並びに今後の
動向に関する調査及び研究
２．意匠登録出願等の日常業務における問題点の
調査及び研究
３．弁理士が行う意匠登録出願代理業務の重要性
を周知するために必要な方策の検討及び提言
委嘱事項
１．意匠法及びその運用に関する改正事項等につ
いての会員への周知
２．意匠法に関する研修所が実施する研修及び知
的財産支援センターが実施するセミナー等への協
力
３．パテントコンテスト委員会（デザインパテン
トコンテストなど）への協力
４．外国意匠制度の紹介
５．最近の意匠に関する重要審決・判決の紹介
６．意匠に関するパブリックコメントへの対応
７．特許庁意匠課や日本知的財産協会、ＪＩＤＡ
（日本インダストリアルデザイナーズ協会）等と
の意見交換等の開催
８．産業構造審議会や財団法人知的財産研究所等
の専門委員会への委員の派遣
９．地域知財活動本部の企画する地域知財活動事
業への協力
10．日本知財学会主催の第７回年次学術研究発表
会の一般発表（オーディナリー・セッション）に
おける発表の実行

11．日本知財学会主催の第８回年次学術研究発表
会の一般発表（オーディナリー・セッション）に
おける発表内容の準備及び発表の申込み
私は、本年度第１部会に所属し、諮問事項１を

受けて、「審決・判決にみる類否判断基準」と題
したテーマに取り組んでいます。具体的に何をど
のような視点からまとめるかという所から出発し
て、会員の皆様にとって少しでも有益な報告とな
るよう現在試行錯誤の最中です。また、委嘱事項
５も担当しています。毎月発行される審判決公報
から、図面が掲載されかつ判断の理由が明記され
た案件を抽出し、第１部会のメンバーで分担して
要約集を作成しています。それを委員会の全体会
議前に作成者が各自発表するという方式で部会の
実績報告を行っています。昨年度と同様、この要
約集は本年度終了後に弁理士会会員専用サイトに
掲載され閲覧可能となる予定です。
第２部会では、委嘱事項２及び４をメインテー

マとして活動しています。本年度は中国、韓国な
どの近隣アジア諸国の意匠制度を題材としたセミ
ナーを年末に開催する予定です。正式な開催通知
が届きましたら是非ご参加ください。セミナーで
は、企画・資料作成・講師など運営全般をこの部
会が担当します。
第３部会は、主に諮問事項２の担当として活動

しています。本年度前半には「特許登録令施行規
則の改正」に対してや、特許庁からの「意匠審査
基準への意見募集」に対しての意見の取りまとめ
を行う等幅広く活動しています。
第４部会では、諮問事項３に向けて検討を重ね、

意匠を強くアピールするべく８月に中間答申を提
出しました。本件は弁理士の今後の意匠登録出願
等業務に深く関係する重要なテーマでもあり、今
秋の答申書提出にむけて更に議論を深めています。
その他全体としては、ＷＩＰＯ・ＳＣＴへの委

員の派遣、特許庁意匠課（予定）や日本知的財産
協会との意見交換会、各支部主催のセミナーへの
講師派遣による協力等の活動を行っています。

赤　澤　克　豪

意匠委員会の活動報告
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いつも大変お世話になっております。本年度、
商標委員会副委員長を仰せつかっております、
ＰＡ会会員の加藤ちあきです。

本年度の商標委員会は、ＰＡ会会員の高梨範夫
委員長の下、総勢45名の構成員で活動しておりま
す。定例会は、原則月１回（第３木曜日：午後３
時～５時）開催され、委員会開始前には30分間の
正副委員長会議を行っています。商標委員会のメ
ンバーは、若い先生から、大変経験豊富な先生も
多数おられ、いつも活発な議論がなされています。
特に、委員全体の三分の一を女性が占めています
ので、この点が、他の委員会にはない際立った特
徴かと思います。

本年度の諮問事項・委嘱事項は、次の通りです。

【諮問】
１．新商標の定義に関する調査及び研究
２．商標法改正事項及びその運用ならびに今後の

動向に関する調査及び研究
３．不使用登録商標を整理するための具体的方策

の研究
４．弁理士が行う商標登録出願代理業務の重要性

を周知するために必要な方策の検討及び提言

【委嘱】
１．商標法及びその運用に関する改正事項等につ

いての会員への周知
２．商標法に関する研修所が実施する研修及び知

的財産支援センターが実施するセミナー等へ
の協力

３．外国商標制度の紹介
４．最近の商標に関する重要審決・判決の紹介
５．商標に関するパブリックコメントへの対応
６．特許庁や日本知的財産協会等との意見交換会

の開催
７．産業構造審議会や財団法人知的財産研究所等

の専門委員会への委員の派遣
８．地域ブランド及び小売等役務商標に関する相

談窓口等への相談員の派遣
９．地域知財活動本部の企画する地域知財活動事

業への協力
10．日本知財学会主催の第７回年次学術研究発表

会の一般発表
（オーディナリー・セッション）における発表
2009年６月　石井茂樹副委員長　発表
発表テーマ「歴史上の人物名の商標について」

11．日本知財学会主催の第８回年次学術研究発表
会の一般発表
（オーディナリー・セッション）における発表

上記諮問事項の１乃至３は、現在議論されてい
る商標法改正の動向、すなわち、商標制度の見直
し（新しいタイプの商標の導入、我が国における
著名商標の保護の在り方、不使用商標の整理）に
対応しています。商標委員会では、各諮問事項に
応じた小委員会を立ち上げ、各論点について、活
発に議論を交わしています。また、ここで議論さ
れた内容は、何らかの形で、特許庁を始めとした
外部機関に提言していくことを考えています。
例えば、第一小委員会は、「新しいタイプの商標

に関する検討ワーキンググループ」となっており、
新しい商標の現状、登録の必要性、出願時の商標
の特定方法、自他商品識別力や商標の類否、登録
後の固定方法、著作権法その他の法律との調整等
について検討しています。

また、第４小委員会では、諮問事項３の「不使
用登録商標を整理するための具体的方策の研究」
を担当していますが、先般公開された知的財産戦
略本部会合の資料「第３期知的財産戦略の基本方
針の在り方について」で、「重点施策」の一つと
して「不使用商標対策の強化」が挙げられたこと
から、不使用商標の整理に関する商標委員会の提
言をまとめるべく作業を行っています。今後は、

加　藤　ちあき

商標委員会活動報告
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この商標委員会の提言が、重要な役割を担うもの
と考えます。

なお、最後になりましたが、今年の商標委員会
では、既に、WIPOのSCT（Standing Committee 
of the Law of Trademarks, Industrial Designs and 
Geographical Indications）からの招待を受けて委
員を派遣したり、特許庁からの要請に基づき特許
庁での諸外国との会合（例：中・韓との二庁間、

三庁間会合及び日台貿易経済会議）に議題を提案
したり、新商標の導入に関する特許庁との意見交
換会を持つなど、精力的に活動しています。夏休
みには、税関見学バスツアーを行うなど、委員同
士の懇親・交流も盛んに行われていますので、高
梨委員長の下、今年の商標委員会は、実り多き１
年になるものと確信しております。

以上
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ソフトウェア委員会に弁理士会から委嘱された
調査・研究テーマは、「ソフトウェア開発につい
ての特許要件の調査・研究」および「外国と日本
におけるソフトウェア関連発明の成立性および進
歩性の違いについての調査・研究」の２テーマで
す。今年度は、３つの部会、第１部会、第２部会
および第３部会に分かれて各委員が積極的に調査、
研究活動に頑張っております。
平成21年度のソフトウェア委員会も、毎月１回

原則第３木曜日の午後１時から５時まで、日本弁
理士会で会合を行っております。会合では、毎月
概ね前半は委員会全体で、後半は部会ごとに種々
の発表、報告、議論等が行われており、今年もメ
ンバー総勢35名で活発に作業を遂行しております。
ＰＡ会からは吉澤弘司先生、市東篤先生、眞野修
二先生および岩見晶啓先生と不肖私市原が参加し
ております。
（１）第１部会の調査・研究
今年度は、ソフトウェア関連発明の審査基準の

検討を行っています。具体的には、中間処理事例
について審査基準を重視した分析を行い、分析結
果等をまとめ、昨年度同様に地方でソフトウェア
関連発明の実務に関するセミナーを開催する予定
で、明細書や補正案を作成する際の対応方法や留
意点を整理して会員向けに説明します。今年度も、
このような活動を通して委員自体のソフトウェア
関連発明に関するスキルを向上させるとともに、
弁理士会の他の会員にもその成果を還元すること
を目指しています。また、これに付随して発表者
として若手を積極的に起用し、プレゼンテーショ
ンスキルの向上も狙っております。
（２）第２部会の調査・研究
ソフトウェア関連発明に関する判例、判決例は

数自体少ないことから、調査報告は単発的でこれ
まできちんとした整理がなされてきませんでした。
そこで、従来から委員会として調査してきた判例
等に加え、新たな調査も行って、これらをデータ

ベース化してソフトウェア関連発明に対する裁判
所の判断手法や傾向を分析できれば良いと考えて
います。また、このようにデータベース化するこ
とにより、会員も容易に最近の判例を検索するこ
とができると考えます。
（３）第３部会の調査・研究
今年度は、例年の２部会に加え、第３部会を設

け、主に外国関連の課題を取り上げて調査・研究
を行う予定です。その目玉として、日本で外国弁
護士と日本の弁理士とのパネルディスカッション
を企画する予定です。昨年までは、ソフトウェア
委員会では、外国まで出向いてソフトウェア関連
発明について様々なプレゼンテーションを行って
きましたが、これは一方向の発表となっていたた
め、今年度は日本において外国弁護士を呼び、パ
ネルディスカッションを行うことにより、双方向
の意見交換を行いたいと考えています。本部会で
は、さらに「そのまま翻訳しても外国で特許にで
きる明細書の書き方の秘訣」といった、実務に役
立つツールの検討も行っています。
（４）判例検討会
他の分野に比べると数少ないソフトウェア関連

の判例を収集、分析する活動で、５年前から開始
され継続して行われております。ここのところ興
味深い判決が立て続けに出ており、委員会のメー
リングリストを賑わしています。
委員会で取り上げられた判例の中で特に注目す

べきもの、あるいは会員に知らしめるべきと判断
されたものは、パテント誌に論文として掲載する
ことになっており、毎回ではないのですが過去、
年間複数件掲載しております。掲載の際は是非ご
一読いただきますようお願いいたします。
（５）最後に
各部会の調査・研究の結果は、パテント誌に掲

載するなど何らかの形で会員の皆様にお伝えして
おりますので、今年度の活動も乞うご期待くださ
い。

市　原　政　喜

ソフトウェア委員会の
活動報告
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国際活動センターは、外国弁理士会や知財関連
団体と交流して、意見交換をするとともに、日本
弁理士会の会員に対し、国際的業務の遂行に必要
な情報を提供する活動をしています。
会員の国際的業務に必要な情報とは、外国出願

のみならず、外国から依頼される日本出願を扱う
際に有用な日本の法律や実務を英語で説明するた
めの情報です。
またセンターは、特許庁を始めとする外の機関

に向けて、国際問題に関する日本弁理士会の意見
をまとめて発信しています。

ＰＡ会からは、浅村皓先生、谷義一先生、高見
和明先生、稲葉良幸先生等外国に強い会員が活躍
しています。特に浅村先生は2006年から２年間セ
ンター長として、2005年に発足したセンターの礎
を築かれました。

センターの組織と活動

国際活動センターは、センターの中心となって
日本弁理士会の国際活動の基本方針を定める「企
画政策会議」の下に「国際政策研究部」、「外国情
報部」、「日本情報発信部」の３つの常設部会を備
え、この他に各国団体との交流会の企画実行を行
なう「プロジェクトグループ」があります。

企画政策会議は、正副センター長と部長、それ
に国際関係に経験の深いアドバイザーから構成さ
れ、センターの基本的方針を決めたり、いろいろ
な問題を検討したりしています。今年度からは、
正副センター長とアドバイザーを中心としたシニ
ア会議と、正副センター長と部長を中心としたジ
ュニア会議とに分けて、重要問題や困難な問題を
シニア会議で審議し、各部の具体的活動について
ジュニア会議で審議するようにしています。

国際政策研究部は、国際問題を研究し、外部の
団体からの意見聴取に応えて意見を具申したり、
自発的に日本弁理士会の意見を発信したりしてい
ます。例えば加盟間近と期待されるＰＬＴ（特許

法条約）に関連して、期限徒過を救う各国の実務
や規則、特許調和条約、代理人守秘特権などにつ
いて研究しています。また、ＷＩＰＯの会合への
対応などもこの部会が担当しています。

外国情報部は、米国、欧州、アジアの３つの班
に分かれて外国の知財制度等に関する情報を収集
し、ＪＰＡＡジャーナルやセミナーを通して会員
に提供しています。なお、その情報はホームペー
ジに掲載されています。

日本情報発信部は、日本の法律や実務に関する
情報を海外のクライアントである代理人や企業に
提供するとともに、会員に、海外からの依頼業務
の役に立つ情報を提供しています。これらの情報
は主としてホームページに掲載しています。また、
主たる判例の紹介も行なっています。

プロジェクトグループは、各国団体との交流会
などを企画実行するために必要な都度組織され、
交流のために来日した外国弁理士会等と意見交換
し、またそのメンバーを講師として、継続研修の
対象となるセミナーを開催しています。
最近交流した外国の団体は、米国知財法協会

（AIPLA）、ドイツ弁理士会（PAK）、中国弁理
士会（ACPAA）、韓国弁理士会（KPAA）、英国
弁理士会（CIPA）、英国商標代理人協会（ITMA）、
FICPI（国際弁理士連盟）などです。また、今年
の３月には、マレーシアのクアラルンプールで、
日本の知的財産制度全体についてのセミナーを開
催しました。
このプロジェクトグループで行なう交流会は、

米国知財法協会（AIPLA）の日本専門委員会のメ
ンバーと毎年春に東京で、秋にワシントンＤＣの
年次総会前に、冬にカリフォルニア、フロリダな
ど暖かい州で開かれるMid-winter meeting前に合
同ミーテイングを開いて講義の交換をしています
が、特に東京では、一般会員を対象とした来日メ
ンバーによる大規模なセミナーを行なうことが通
例になっています。また、こちらから外国に出か
けて行くときには、一般会員の参加を募り、先方

国際活動センター　センター長　　柳　田　征　史

国際活動センターについて
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の国で講義の交換をしたり、特許庁や裁判所、ま
た特許事務所を見学したりします。昨年秋はＵＳ
ＰＴＯと裁判所（ＣＡＦＣ）を見学し、ＣＡＦＣ
ではレーダー判事を尋ねて、法廷の裁判官席の裏
にある、判事の協議室まで案内してもらいました。

一般会員の参加

国際活動センターの活動は、センター員だけの
ものではありません。全会員を対象としたセミナ
ーや外国の団体との交流会を随時催しています。
是非、積極的に参加して、国際的感覚を刺激し、
日常の仕事に生かしていただきたいと思います。

ドイツ弁理士会交流会1

ドイツ弁理士会交流会2

AIPLA東京ミーティング

AIPLAとの交流　ワシントンDCで

CAFCの法廷の裏の協議室
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１．始めに
本年度（平成21年度）は弁理士制度発足110周

年に当たる。当委員会は、７月１日の記念式典を
中心として行われた様々な事業を実行するための
委員会である。当初は110周年記念事業ワーキン
ググループとして平成19年に委員８名でスタート
し、その後、足かけ３年にわたり、準備委員会、
実行委員会と名称を改め、委員も最終的には30名
の大所帯となり、本年度の本番に備えたものであ
る。10年前は100周年という節目の年でもあり、
日本弁理士会の総力を挙げての事業を展開したが、
今回はそれほど大規模な事業とはしなかった。そ
れでも、記念式典、記念祝賀会、記念誌の発行、
歴代会長座談会等の重要な事業が実施され、何か
と気にかかることが多かった。
２．記念式典
100周年では天皇陛下の行幸をお願いしたが、

宮内庁に打診したところ、110周年での天皇陛下
のお出ましは難しいとの感触だったので、皇太子
殿下の行啓をお願いすることとした。皇族のお出
ましをお願いするには少なくとも１年前から宮内
庁にお願いをしなければならず、赤坂の東宮御所
には都合３回うかがった。殿下のお出ましがなか
なか確定せず、随分と気をもんだものである。
会場の手配もやはり１年前から準備した。式典

会場は100周年と同じ東京国際フォーラムとし、
記念祝賀会は式典会場から近い東京會舘のローズ
ルームを選定した。
警備の都合上、式典開始30分前にはすべてのド

アをクローズすることが必要となり、この時間を
利用して記念講演を実施することとなった。委員
会で討議したところ、知財高裁の塚原所長にお願
いできれば最高であるということになり、塚原所
長にその旨お伝えしたところ、快くお引き受けい
ただくことができた。
様々な準備作業、前日のリハーサル等も終え、

いよいよ式典当日となった。心配した雨も降らず、
出席者の出足もまずまずである。皇太子殿下ご到
着、三権の長のご到着、控え室への御移動等、ス

ケジュール通りに進行し、いよいよ式典が開幕し
た。委員長としての最大の役目は皇太子殿下の御
先導である。皇太子殿下を御案内して会場に入る
ときは緊張で頭がくらくらとしたが、なんとか醜
態をさらすこともなく役目を終えることができた。
式典の進行がスムーズ過ぎて、予定時間より相

当早く終了してしまったが。式典自体としてはシ
ンプルで良かったと多くの方に言っていただけた。
３．記念祝賀会
祝賀会には多くの国会議員の先生方の出席が見

込まれ、これにどのように対応するかが問題であ
ったが、弁政連の先生方の全面的な協力を得て、
スムーズに進行することができた。多くのご来賓
の方にも御出席いただき、和やかな祝賀会になっ
たと思う。
４．110周年記念誌
100周年の記念誌が、幕末から始まる日本の知

財制度、及び弁理士制度の事跡を網羅する大作で
あり、110周年はこれを踏襲する意味もなく、ど
のような内容とするか、委員会で種々の討議をし
た。その結果、弁理士にとって激動の時代であっ
たこの10年間の出来事について、これを直接担当
した先生方に、裏話を含めて記録を残していただ
くような内容とすることとした。多くの事が起こ
った10年間ではあったが、この間の記録を正確に
とどめておくことは、必ず将来の参考になるであ
ろうと思っている。
５．最後に
数ヶ月後に予定されている110周年記念誌の発

行をもって、３年間にわたった委員会活動も終わ
る。式典部会長の伊丹先生、祝賀会部会長の杉本
先生、会誌部会長の八木先生を始め、記念事業の
成功に献身的に務めていただいた各委員には深く
感謝申し上げる。また、膨大な作業を手際よくこ
なし、委員会を強力にサポートしていただいた弁
理士会事務局と（株）ＩＣＳコンベンションデザ
インの皆様にも改めて感謝申し上げる。

以上

実行委員会委員長　岡　部　　　譲

弁理士制度110周年記念事業実行委員会
の活動
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１．平成21年度の政策部会の部
　　員は、基本的に昨年度と同
　　様であり、石渡英房先生、
　　伊東忠重先生、井出正威先
　　生、一色健輔先生、押本泰
　　彦先生、岡田宏之先生、岡
　　部譲先生、加藤朝道先生、
　　鴨田哲彰先生、古関宏先生、
　　江原望先生、高見和明先生、

三上結先生、市東篤先生、小池寛治先生、小
島清路先生、小林純子先生、小林生央先生、
松永宣行先生、深澤拓司先生、神原貞昭先生、
神林恵美子先生、泉克文先生、浅村皓先生、
増井忠弐先生、足立泉先生、村田実先生、大
西正悟先生、谷義一先生、中野圭二先生、田
中正治先生、渡辺望稔先生、渡邉敬介先生、
萩原康司先生、福村直樹先生、福田伸一先生、
穂坂道子先生、野上晃先生、柳沢孝成先生、
柳田征史先生です。

２．政策部会は、弁理士を取り巻くあらゆる政策
問題を審議、検討する部会ですが、通常、次
のような場合に開催します。
・幹事会が決定した政策問題を審議する場合

・幹事及び部会長が必要と認めた政策問題が
発生した場合

・日本弁理士クラブ政策委員会からの審議要
請があった場合

なお、緊急を要するときには部員が集まるこ
となく、Ｅメールによる意見交換、討論によ
って部会に代えることがあります。

３．本年度は、７月に日本弁理士クラブからの審
議要請があり、「規制改革回帰の要望に対す
る検討」について当部会でＥメールによる討
論を行い、答申書案を作成し幹事長に提出い
たしました。

４．なお、本年度の日本弁理士クラブの政策委員
会は、ＰＡ会から委員長として岡部譲先生が
参加されておりますので、必要に応じてバッ
クアップさせていただこうかと考えておりま
す。

５．本年度も半ばを過ぎましたが、部員の先生を
はじめ皆様のご協力を引き続きお願いいたし
ます。

政　策　部　会

SEISAKU

狩 野　 　　彰

幹事会作業部会の会務報告
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庶務１部会の職務は、（１）幹
事会の企画運営と、（２）総会で
の活動報告の二つです。今年の
活動は、以下の通りです。

（１）月例幹事会の企画運営
今年度は毎月第三木曜日を幹

事会の定例開催日とし、一月か
らこの報告書を作成している九

月までに合計７回行われました。幹事会は、幹事
長の招集により行われ、①弁理士会役員の報告、
②日弁の報告及び③各作業部会の報告を核として、
その時々にＰＡ会として検討すべき事項を検討し、
決議すべき事項を決議します。庶務１部会では、
幹事長の指揮のもと幹事会の招集メールを幹事に
送り、出欠の回答を集計し、会場を準備し、弁当
を手配し、幹事会当日の集金を行い、議事録を作
成します。
（２）総会での活動報告
庶務１部会には、ＰＡ会総会において一年間の

ＰＡ会の活動を総括し会員に報告する、という重
要な職務があります。この職務は、元来、庶務１
の職務であったところ、いつからかは不明ですが
省略されるに至っていたとのことで、昨年度の総
会から復活しました。総会は毎年一月に開催され
ますので、今年はまだこの職務は行っていません。
昨年度の総会での活動報告では、大先輩の会員か
ら至極まじめな観点での厳しい質問があり、たじ
たじとしましたので、今年は心して臨みます。

月例幹事会では、ほとんど毎回二次会があり、
検討しきれなかったことを話し合ったり、裏話を
伺ったり、最近の仕事を愚痴ったりと、盛り上が
ります。これがなかなか興味深く、一次会とは違
った意義があります。
二次会の費用は先輩の先生方の個人的な出費で

賄われており、二次会に関し私はこれまでに一銭
もお金を払ったことがありません。「感謝」の一言
に尽きます。

庶 務 Ⅰ 部 会

SHOMU   I

穂　坂　道　子



26

庶務２部会は、会員データの管理、ＰＡ会メー
リングリスト（電子メール）の管理、同報ＦＡＸ
システムの管理、および会員名簿の発行を担当し
ています。本年度は、昨年度に引き続き、担当幹
事の私と部会長の中隈誠一先生の２名体制です。
以下、部会の業務を簡単に説明します。

１．会員データの管理
主として以下の３つの業務を行っています。

（１）新規入会の申込を受け付けると、幹事会に
入会承認を諮ります。幹事会の入会承認を得た後、
会員データ、同報ＦＡＸシステム、およびＰＡ会
メーリングリストに登録します。
（２）日本弁理士会が毎月発行するＪＰＡＡジャ
ーナルに日本弁理士会会員の異動届が掲載されま
す。この中からＰＡ会会員を抽出し、異動の内容
を会員データ、同報ＦＡＸシステム、およびＰＡ
会メーリングリストに反映します。異動内容の抽
出および会員データへの反映は外部の業者に委託
しています。
（３）ＰＡ会のホームページ、名簿や会報に掲載
されている届出用紙などにより、随時会員からの
変更届を受け付けています。変更届を受け付ける
と、会員データ、同報ＦＡＸシステム、およびＰ
Ａ会メーリングリストに反映します。

２．ＰＡ会メーリングリスト（電子メール）の管理
ＰＡ会のサーバ上に開設したメーリングリスト

（電子メールアドレス）の管理を行っています。
メーリングリストにより、会員に幹事会、作業部
会、同好会等の連絡を行います。送信数は年間
100通程度（実績値）です。
従来この連絡は同報ＦＡＸを利用していました

が、その費用が高額になっていたことから、数年

前よりメーリングリストによる連絡に切り替えて
います。電子メールアドレスを登録されていない
会員への連絡は、従前と同様にＦＡＸにより行っ
ています。
メーリングリストの更新は、管理用のウェブサ

イトに接続して行います。
メーリングリストには、全会員用のほか、幹事

会用、同好会用、弁理士受験生用等があり、それ
ぞれについても管理しています。

３．同報ＦＡＸシステムの管理
同報ＦＡＸは、株式会社ネクスウェイによるＦ

ＡＸの一斉同報サービスを利用しています。同報
者リストには、全会員向け発信リスト、メーリン
グリスト未登録会員向け発信リスト等があり、そ
れぞれの管理を行っています。同報者リストは上
述した会員データの更新に合わせて更新します。
更新は、管理用のウェブサイトに接続して行いま
す。
各種連絡を電子メール（メーリングリスト）に

切り替えて以降は、同報ＦＡＸシステムはメーリ
ングリスト未登録会員向けのみに限定しています。

４．会員名簿の発行
上述した会員データに基づいて、毎年１回、秋

頃に会員名簿を発行しています。

【電子メールアドレス変更時のご連絡をお願いし
ます】
ＰＡ会からのご連絡は、現在メーリングリスト

を主として使用していますので、電子メールアド
レスに変更があった場合は、shomu2@pa-kai.com
までご一報いただきますようお願いします。

庶 務 Ⅱ 部 会

SHOMU   II

林　　　篤　史
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庶務Ⅲ部会は、日本弁理士会会員の慶事・弔事
をＰＡ会会員へ連絡する作業、及び、ＰＡ会慶弔
規定に基づき、ＰＡ会として祝意・弔意を表す作
業を行っています。
具体的作業として、日本弁理士会からＦＡＸで

送付されてくる慶弔関係の連絡につき、ＰＡ会会
員に関わる慶弔事であれば、ＰＡ会電子メール網
を用いてＰＡ会会員全員に連絡します。また、Ｐ
Ａ会会員以外の慶弔事については、幹事会メール
網を用いてＰＡ会幹事会メンバーに連絡します。
その際、「ＰＡ会の対応／生花／弔電」というゴム
版を用いて、ＰＡ会としてどの様な弔意を表した
のか、あるいは表さなかったのかを明示すること
になっています。そして、そうした対応につき不
適当なことがあれば、連絡を受けた幹事会メンバ
ーから指摘を受けることとなります。
慶事はともかく、弔事の連絡は、通夜・告別式

の日取りとの関係上、一刻を争います。思わぬ方
の訃報に接して慌ててしまって、「ＰＡ会の対応／
生花／弔電」というゴム版を上下逆さに押してし
まったり、告別式の場所の詳細が記載されている

頁を添付ファイルに添付し忘れたり等々、これま
であれこれ失敗してしまいました。
数年前までは、慶弔関係の作業は、庶務Ⅱ部会

で担当していました。しかしながら、どの様な祝
意・弔意を表すかは、慶弔事のご本人が日本弁理
士会やＰＡ会においてどの様な活躍をなされたか
によって判断しなければなりません。若手が多い
作業部会幹事には、少々荷が重い作業であるとい
う意見が出され、また、庶務Ⅱ部会の作業量の増
加も配慮しなければならない、そこで、日本弁理
士会やＰＡ会内において顔が広い前幹事長が担当
することが適当である、という話になりました。
ということで、平成20年度ＰＡ会幹事長であっ

た私が、ほぼ自動的に庶務Ⅲ部会を担当している
わけです。多分次年度も同様になると思われます。
残り４ヶ月半の任期となりましたが、庶務Ⅲ部

会の作業量が少しでも減少するよう、全会員のご
健勝を心よりお祈り申し上げます。

庶 務 Ⅲ 部 会

SHOMU   III

神　林　恵美子
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会計部会は、ＰＡ会の会務を
運営するための財務管理を行う
部会です。本年度の部会構成メ
ンバーは、担当幹事の私と、部
会長として昨年度の担当幹事の
伊東忠重先生の２人となってお
ります。
作業内容は、最初に前年度幹

事から作業を引き継ぎ、本年度
用の銀行口座を開設して、繰越金を受領するとこ
ろから作業が始まります。次いで、幹事長ほか数
名の先生方にお集まりいただき、年１回の会合が
開催されます。この会合で、運営費をどのように
するかが決定され、運営費の寄付のお願いという
重要な仕事が始まります。封筒を準備し、お願い
の書状を作成、宛名ラベルを作成し・・・と、こ
の作業が一番大変でありますが、その後は、日々、
郵便局から送られてくる入金案内と、銀行口座へ

の入金のチェックです。
おかげさまで、本年度も多くのご寄付をいただ

いております。ＰＡ会の会務運営に深いご理解を
いただき、寄付金をお振り込みいただきました先
生方には、この場を借りまして厚く御礼申し上げ
ます。
さて、お預かりしました寄付金は、各作業部会

の活動作業費、各同好会への補助金、日弁への分
担金への拠出金に利用させていただいております。
会計部会では、これらに伴う銀行振込等の作業を
日常業務としており、振込作業を処理しています。
今後もこの日常業務が続き、ＰＡ会全体としての
会計報告を作成の上、総会でご承認いただくこと
になります。
残り半年となりましたが、最後まで、ミスがな

いように細心の注意を払っていきたいと考えてお
ります。

会　計　部　会

KAIKEI

渡　辺　伸　一
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福田賢三幹事長の御指名を受け、断るすべもな
く、人事担当幹事を引き受けることとなりました。
人事部会の部会長には石渡英房先生に引き受け

て頂きました。
人事部会の最大の仕事は、日本弁理士会の委員

会及び付属機関の委員推薦です。
この作業は、ここ数年は、弁理士会に次年度人

事検討委員会が設置されて行われています。この
委員会は、４月からの新年度がスムーズにスター
トできるように、前年度の２月から３月に集中的
に開催されます。メンバーは、主に、各会派の幹
事長と人事担当幹事で構成されます。
ＰＡ会の作業としては、例年、12月～１月の間

に、会員に対して「次年度委員会等に関するアン
ケート」を行い、所属したい委員会についてのア
ンケート調査を行っています。これについては、暮
れの忙しい最中に行われるので、見逃さないよう
にお願いします。今年の場合は、例年に比べて、
アンケートの回収率が良くなかったように思いま
す。人気のある委員会は、希望者が集中するので、
ご希望に沿えないことも多いですが、あきらめな
いで、毎年、アンケートを出すことも重要だと思
います。なお、このアンケートには、ＰＡ会の作
業部会の所属希望のアンケートの兼ねております
ので、こちらの方にも記載して下さるよう、よろ
しくお願いします。
そして、第一回目の次年度人事検討委員会が始

まる２月上旬までに、人事部会で、ＰＡ会からの
推薦者を決定することになります。
次年度人事検討委員会では、例規設置の委員会

の委員を最初に決定しますので、人事部会でも、
まず、こちらの委員会の推薦者を決定していきま
す。例規設置の委員会は、選挙管理委員会、綱紀
委員会、不服審議委員会、審査委員会、紛議調停
委員会、コンプライアンス委員会です。これらの
委員会は弁理士会として極めて重要度が高いので
すが、委員のロードが高いものもあり、引き受け
て頂いた会員の皆様には、本当に感謝いたします。
この場を借りて、特に御礼申し上げます。
その後、直ちに、通常委員会及び付属機関の委

員の推薦作業に入ります。通常委員会及び付属機
関は全部で40ほどあり、こちらの方だけでも延べ
160人前後のＰＡ会会員を推薦することができま

した。引き受けて頂いた皆様には、この場を借り
て厚く御礼申し上げます。
最近は、委員会に公募で入ることもでき、また、

委員会事業の継続性や専門性という観点から、委
員会からの要望で委員が決まるケースがあります。
そういった委員の中にも、ＰＡ会会員が多く含ま
れており、多くのＰＡ会会員が日本弁理士会の会
務に活躍しているのだということが判り、誇らし
い限りです。結果的に、ＰＡ会会員の比率が高い
委員会が幾つかありますが、その結果だと思いま
す。
知的財産の重要性が認識されるにつれ、日本弁

理士会の事業も大きな広がりを見せており、委員
会を通じた弁理士会の活動も急速に拡大しつつあ
るように思います。今後も、より多くのＰＡ会会
員が積極的に委員会に参加し、弁理士会の会務を
通じて、弁理士のプレゼンスの向上や社会貢献に
参画されることを期待しています。
また、人事部会では、弁理士会の委員推薦とほ

ぼ並行して、関東支部の委員会への委員推薦も行
っています。関東支部の活動も広がりを見せてお
り、こちらは、地域色を生かした人選も重要です
ので、ますます多様な会員が参加されるように期
待しています。
その他、人事部会では、日本弁理士クラブの委

員会への委員推薦や、日本弁理士政治連盟の委員
会への委員推薦なども行います。
ＰＡ会の会員数も増大しており、各種会務に対

する、さらに一層の貢献が求められておりますの
で、積極的に委員会等の活動に参加され、また、
人事部会から委員会等への委員をお願いする際に
は、このような事情を汲んで、お引き受け頂きた
く、今後とも、よろしくお願い申し上げます。

人　事　部　会

JINJI

井　出　正　威
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今年度、企画Ｉ部会は、納涼
会と弁理士試験合格者祝賀会の
企画および実行を担当していま
す。
納涼会は、６月24日にもんじ

ゃ屋形船を貸し切って東京湾の
上で開催しました。屋形船の上
でアルコールとともに、もんじ
ゃ焼やお好み焼をいただきなが

ら歓談するという企画でしたが、ベテランおよび
若手の先生方、計37名が参加されました。（本誌の

記事「納涼会報告」が別途掲載されていますので、
詳細についてはこちらをご覧ください。）
弁理士試験合格者祝賀会は、今年度は部会長の

山崎晃弘先生とともに準備を進めていきます。会
場は、昨年までのハイアットリージェンシー東京
（新宿）ではなく、ＪＲ有楽町駅下車すぐのパー
ティールーム「銀座クルーズ・クルーズ」です。
合格者祝賀会では、弁理士試験に合格された方向
けにＰＡ会の活動を紹介する場を設けるとともに、
求人活動の場も設ける予定です。皆様、奮ってご
参加ください。

企 画 Ⅰ 部 会

KIKAKU   I

野　上　　　晃
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今年の企画II部会は、秋に旅行会を企画してお
ります。10月31日（土）と11月１日（日）の一泊
二日で、茨城県の五浦温泉に行く予定です。例年
の旅行会は８月後半に行っておりましたが、夏休
みシーズンで、会員の方々もご家族でお出かけの
方が多いとのことで、今回は秋に企画してみまし
た。五浦海岸は、横山大観が好んで描いた地とし
ても知られ、とても美しい景観が楽しめるところ
だそうです。この時期はアンコウなど海鮮料理も

楽しめます。この旅行は東京から貸切バスで現地
に行き、二日目には周辺の観光も行います。小野
浜漁港、塩野埼玉灯台など、秋の北茨城を存分に
お楽しみください。また、「クライアントを確保
するためには」というテーマで研修会も行う予定
です。本会の先輩先生方から貴重なご経験のお話
を伺うことができる良い機会ですので、ぜひ奮っ
てご参加いただければと思います。

企 画 Ⅱ 部 会

KIKAKU   II
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１．研修部会の紹介
研修部会は、主にＰＡ会会員

向けに、知的財産に関する知識
の習得を目的として研修会を企
画し、開催する活動を行なって
います。そしてこの研修部会は、
幅広い分野・範囲で研修して頂
く機会を提供するため、新人研
修部門、一般研修部門および国

際研修部門から構成されています。
新人研修部門は主に知的財産に関する基礎的知

識の習得等を目的とし、一般研修部門は知財の知
識レベルの向上を目的とし、また、国際研修部門
は諸外国の知財に関する知識の習得を目的として
います。しかしながら、部門ごとの明確な研修テ
ーマの切り分けは行っていませんので、新人研修
部門が開催する研修会でもベテランの先生方に参
加頂ける研修内容を提供していますし、一般研修
部門でも外国の法制度の解説等の研修会を開催す
ることがあります。したがって、研修会に参加す
るかは、主催する部門名ではなく研修の内容で判
断して頂ければと思います。
今年度の研修会は、全16回の開催を予定してい

ます。これは他会派に比べても回数が多く、ＰＡ
会研修部会の特徴の一つになっています。研修会
を開催する約１ヶ月前には、eメールとＰＡ会の
ホームページ、また今年からは継続研修対象の研
修会に限りますが、日本弁理士会の会員向けホー
ムページに開催のお知らせを掲載しています。
さらに、ＰＡ会は昨年日本弁理士会から認定外

部機関として認められましたので、ＰＡ会会員以
外の弁理士会会員に対しても積極的に研修会への
参加を呼びかけています。具体的には、日本弁理
士クラブのＰＡ会以外の４会派（春秋会、南甲弁
理士クラブ、稲門弁理士クラブ、無名会）の会員
の方々にeメールで研修会開催のご連絡を差し上
げ、また、日本弁理士クラブのホームページにも
開催の案内を掲載しています。
研修会開催の詳細は以下の通りです。

会場　　　　：弁理士会館の会議室
受付時間　　：午後６時～
開催時間　　：午後６時半から午後８時40分ご
　　　　　　　ろまで、休憩を挟んで実質２時
　　　　　　　間
定員　　　　：50～80名程度

開催する研修会のほとんどが継続研修の選択科
目の対象となっていますので、最初から最後まで
ちゃんと研修会に参加し、日本弁理士会研修所に
認定外部機関研修受講申請書を提出すれば、２単
位が付与されます。
会費ですが、グリーンＰＡ会員には、研修会の

会費が無料となり、さらに懇親会の会費が軽減さ
れるメリットがあります。なお、グリーンＰＡ会
員とは、弁理士登録して約５年を経過していない
ＰＡ会会員のことで、本年度は平成17年１月１日
以降に弁理士登録した、弁理士番号13718号以降
のＰＡ会会員の方が該当します。
研修会終了後は、場所を飲食店に移動して、講

師、研修会参加者の中の希望者、および研修部会
の部員による懇親会を開催しています。懇親会は、
食事やお酒等を頂きながら参加者が楽しく懇談す
る場となっていますので、気軽に講師の方と会話
することができ、また、参加者同士で親交を深め
ることができます。ここが、他の会派の研修会と
は一味違うところです。

２．研修部会の活動
研修部会はＰＡ会会員等の相互の親睦を図るこ

と、また、若手のＰＡ会会員にも容易にＰＡ会の
活動に参加して頂く機会を提供することも活動の
目的としています。
研修部会のメンバーは、研修部門ごとに部会長

と複数の研修部員から構成されます。本年度も昨
年に引き続き、新人研修部門・一般研修部門の部
会長を渡辺伸一先生に、国際研修部門の部会長を
大塚一貴先生にお願いしました。
実際の研修部会の活動は、部会長が中心となっ

て担当部門の研修部員が、研修テーマの決定、講
義をして頂く先生の選任・ご依頼、研修開催場所
の確保、研修会開催の通知文の作成、参加者の確
認等の準備、研修会当日の対応、継続研修申請お
よび報告等を行っています。
本年度は10名の研修部員の方に活動をして頂い

ています。通常、開催する研修会ごとに担当する
研修部員二人をあらかじめ選定し、その研修会の
作業を行うことで研修部員の負荷の軽減を図って
います。また、研修部員は、その慰労も兼ねて研
修会および懇親会に無料で参加できるメリットが
あります。
研修部会へ興味がある方の、研修部会への積極

的な参加をお待ちしています。

研　修　部　会

KENSYU

金　井　　　建
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組織部会は、例年、口述模擬試験と就職説明会
を企画、開催してきました。本年度の組織部会は、
これらの他に、ベテラン会員と若手会員のコミュ
ニケーションの場の創出を目標にして活動してい
ます。

（１）組織部会の構成
本年度の組織部会は、主にベテラン会員と若手

会員のコミュニケーションの場の創出を担当する
第１部会と、口述模擬試験を担当する第２部会と
で構成されています。各部会の構成メンバーは以
下の通りです。第１部会はベテランを主に、第２
部会は若手を主にお願いしました。
̶第１部会̶
部会長　渡邉敬介（担当幹事兼務）
部会員　浅村皓先生、石渡英房先生、井出正威

　　　　　先生、岡部譲先生、狩野彰先生、神林
　　　　　恵美子先生、小池寛治先生、谷義一先
　　　　　生、野上晃先生、萩原康司先生、福田
　　　　　伸一先生
̶第２部会̶
部会長　大塚一貴先生
部会員　板垣忠文先生、小塩恒先生、酒井雅久

　　　　　先生、寺本恵子先生、中隈誠一先生、
　　　　　松本健志先生、安田麻衣子先生、山田
　　　　　千尋先生

（２）これまでの活動
企画Ⅰ部会と共同して、若手会員との懇親会を

兼ねた納涼会を「千羽丸」というもんじゃ焼きの
屋形船を借り切って７月24日に開催しました。こ
の納涼会の企画は、５月11日に開催しました第２
部会の会合後の懇親会の席で、もんじゃ焼きの屋
形船があることが話題に出たことがきっかけとな
りました。何名の若手会員が参加してくれるか心
配しながらの開催でしたが、登録番号12,000番以
降の会員に参加を呼びかけましたところ、27名の
参加申込を頂きました。それに第１部会及び幹事
会から参加のベテラン10名を加えた総勢37名で開

催することができました。ベテラン会員にはこれ
までの仕事上の失敗談や奥の手をお話し頂くと共
に、若手会員からの質問にもお答え頂き、楽しい
ながらも有意義な一時を過ごすことができました。
第２部会では、口述模擬試験の準備を着々と進

めております。特に本年度は手分けして新たな問
題及び解答集を作成しており、本番でも出される
可能性の高い新作問題を出題できるように準備し
てます。口述模擬試験は、９月30日と10月５日に
いずれも日本弁理士会の会議室で開催します。定
員は、申込期間及び試験官の人員確保上の問題か
ら、９月30日が45名、10月５日が90名です。本稿
を掲載した会報「ＰＡ」が発行される頃には無事
終了していることと思います。
口述模擬試験につきましては、試験官として、

組織部会以外の多くの若手会員にご協力頂いてお
ります。この場をお借りして御礼申し上げます。
また、ご協力頂いた若手会員の慰労会を兼ねてベ
テラン会員との交流の席を設ける予定でおります。

（３）今後の活動
昨年度は就職説明会を開催しましたが、本年度

は若干規模を縮小して、就職希望者と求人事務所
の名刺交換会とし、弁理士試験合格者祝賀会の会
場を利用して行う予定でおります。祝賀会へ出席
の新規合格者で就職希望者を、祝賀会の前の時間
を利用して求人事務所の先生とお引き合わせして
お話をする機会を持って頂こうと考えています。
本年度の祝賀会は、数寄屋橋のパーティールーム
「銀座クルーズクルーズ」で開催されます。この
会場に名刺交換会用の別室を手配しました。
また、部会活動へ参加しやすくするために、部

会活動の簡単な説明書を作成して若手会員へ配布
することを考えています。例えば、何を行う部会
であるか、会合の時間と回数はどの程度であるか、
会合以外での作業はあるのか等をまとめて配布し
ようと思っております。若手会員に少しでもＰＡ
会の活動内容に興味を持ってもらえれば良いと思
っております。

組　織　部　会

SOSHIKI

渡　邉　敬　介
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現在、中部部会には37名の会員が所属していま
す。今年度は会員間の親睦を深めるための会合
（勉強会＆懇親会）を定期的に開催しています。
中部部会の所属会員の他、近年の弁理士登録者に
も案内をし、ＰＡ会を紹介する機会を兼ねること
にしました。１回目の会合（出席者12名）では「大
学発明（大学、ＴＬＯとのつきあい方を中心にし
て）」についてのミニレクチャーを小西富雅先生
にお願いしました。豊富な経験に基づいた実践的
なお話をしていただき、大変好評でした。特に、
大学とのつきあいが増えそうな方には恰好の機会
だったと思います。２回目の会合（出席者10名）

では、田中敏博先生より二つの判例、平成18年（行
ケ）10563号（審査基準の「除くクレーム」の説
明を妥当でないとした判決）と平成18年（行ケ）
10227号（用途発明につき「シワ形成抑制」は「美
白」と異なる用途なので新規性ありとした判決）
について解説して頂きました。活発な議論がなさ
れ、大変勉強になりました。
中部部会では引き続き勉強会や親睦会を通して

所属会員間の繋がりを強めていくとともに、折り
に触れて「ＰＡ会の魅力」を外部に発信すること
で新規会員の獲得を目指して参ります。

以上

中　部　部　会

CHUBU

萩　野　幹　治
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会報部会は、会報誌「ＰＡ」
の企画・編集・発行と、ＰＡ会
のホームページの管理を行って
います。幹事以外のメンバーは、
昨年度の担当幹事であった野田
薫央先生が部会長として、西岡
邦昭先生が昨年度に続きホーム
ページの担当として、参加して
頂いています。

本年度の会報誌「ＰＡ」を老若男女に幅広く関
心をもっていただける内容にしようと考えていま
したが、私の力不足で従来とほぼ同様のコンテン
ツで発行となりました。
ＰＡ会は研修が多いことで有名ですが、研修に

参加したことが無いＰＡ会員の先生方も多いと思
います。研修会の内容や研修の雰囲気を感じて頂
き、是非実際に研修会に足を運んで頂ければと思

い、研修会の報告記事を掲載しております。
また、ＰＡ会は老若男女を必要以上に意識する

ことなく交流を図っており、そのご紹介として納
涼会の報告記事も掲載しております。
なお、例年ですと会報発行前に（夏に）旅行会

があり、その報告を掲載するのですが、本年の旅
行会は秋に行われるため、残念ながら本年の会報
には間に合わず、掲載を割愛しております。
また、ＰＡ会ホームページには、ＰＡ会に関す

る説明、幹事長のご挨拶、幹事会からのお知らせ、
同好会の案内、会報の情報など、ＰＡ会の活動に
関わる情報が多数掲載されています。記事で宣伝
しました研修会の開催案内も掲載しています。普
段余りご覧にならない方も多いと思いますが、会
報ともどもＰＡ会のホームページも宜しくお願い
致します。

会　報　部　会

KAIHOU

伊 東　　忠 重
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今年の納涼会は、最近弁理士登録された若手の
先生とベテランの先生方との親睦を図ることを目
的とし、組織部会および企画Ｉ部会の合同企画と
して、７月24日（金）にもんじゃ屋形船を貸し切
って東京湾上で開催いたしました。もんじゃ屋形
船というのは、船の左右の舷に沿ってそれぞれ４
人程度で囲む鉄板が複数並べられた屋形船のこと
であり、船内でアルコールを飲みながら、各々の
鉄板でもんじゃ焼やお好み焼を各自焼いて食べら
れるようになっています。今回予約したのは、「も
んじゃ屋形船千羽丸」の屋形船であり、都営大江
戸線勝鬨駅近くの朝潮桟橋を出港後、レインボー
ブリッジ～お台場辺りまで船を進め、そこでしば
し停泊した後にもとの桟橋まで戻る約２時間のコ
ースです。
１．準備（貸切予約）
夏場特有のイベントですので、早めに貸切の予

約をしなければならず、そのため５月末の時点で
弁理士登録番号12000番台以降の若手の先生方に
納涼会への参加の可否を打診いたしました。その
結果、29名の若手の先生方から参加するとの回答
をいただき、幹事会のベテランの先生方の参加も
含めると合計約40名の先生方の参加が見込まれま
したので、６月中には50人乗りの屋形船貸し切り
の手配を終えることができました。
９月に入って若手の先生方には最終的な開催案

内をお送りするとともに、改めて参加の確認をさ
せていただきましたところ、多少の変動はありま
したが、最終的には、27名の先生方が参加される
ことになりました。ベテランの先生方は10名参
加されるとのことでしたので、参加者の合計は37
名となります。
２．当日
当日、早目に桟橋に行ってまずびっくりしたの

は、１つしかない小型の桟橋が多数の屋形船の発
着に共用されており、そのため晴海通りから黎明
橋公園脇を朝潮運河沿いに桟橋までの小道は乗船
の順番を待つ人の列で混雑していたことでした。
そこで、仕方なく、集合場所を公園の晴海通りに
面した公衆トイレの前としたわけですが、そのう

ちに雨も降り出し、参加者の先生方にはトイレの
庇の下で雨宿りをしながら、また傘を差しながら
長時間立ちっ放しで乗船を待っていただくことに
なってしまいました。
３．納涼会
それでも、ちょうど定刻ぐらいに無事全員がそ

ろって乗船できました。出港後は、お台場あたり
で停泊するまでの間それぞれの鉄板を囲んでしば
し歓談の時間といたしました。雨や波しぶきが船
内に入り込むため、あまり左右の舷の窓を開け、
鉄板からの熱気を十分に外に放出できなかったせ
いか、参加者の皆様はおそらく暑い思いをされ、
納涼にならなかったのではないでしょうか。
その後、若手の先生方から予め募ったベテラン

の先生方に対する質問の１つ１つについてベテラ
ンの先生方に答えていただく新たな試みを行いま
した。この試みは、組織部会渡邉先生の御発案に
よるものであり、ご参加の若手の先生方にさらに
有益な時間を過ごしていただこうとすることを目
的としたものです。
この試みでは、ベテランの先生方に何の予告も

なしに指名させていただき、回答していただきま
した。それにもかかわらず、しかも質問によって
は答えにくいことが予想されるようなものもあっ
たにもかかわらず、ベテランの先生方には快くそ
れぞれの質問にご回答いただきました。その間、
若手の先生方もそれぞれベテランの先生方のお話
に真剣に耳を傾けられており、この試みは好評だ
ったと思っています。
そうこうするうちに、元の桟橋へと帰港し、解

散する時刻となりました。本当に時間がたつのは
早いものです。
今回の納涼会にご参加いただいた若手の先生方、

および幹事会のベテランの先生方、本当にお疲れ
様でした。特に、ベテランの先生方にはいろいろ
の質問にご回答いただきましてありがとうござい
ました。また、組織部会の担当幹事である渡邊先
生を始め、この企画に当たりいろいろ御発案いた
だいた若手の先生方、ご協力ありがとうございま
した。

ＰＡ会：企画１　野　上　　　晃

納涼会報告

行事報告
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１．はじめに
ＰＡ会の研修部会では、一般研修部門、新人研

修部門、国際研修部門の三部門に分かれて、それ
ぞれ年間複数回の研修を行っています。
原稿記載時点で、各研修部門ですでに行われた

本年度の研修について簡単にご紹介させて頂きま
す。
新しくＰＡ会に入会された先生方や研修会に参

加されたことのない先生方にとって、当研修部会
で行われている研修内容を知って頂く一助になれ
ば幸いです。

２．本年度に開催された研修会

（１）主催部門：国際研修部門（第１回）
開催時期：５月18日（月）
テーマ　：「ドイツ国の最近の特許権侵害訴訟
　　　　　について」
講師　　：シュテファン・グルーバー　博士
　　　　　（弁護士、税理士、公認会計士）、
　　　　　アクセル・オルデコプ　博士
　　　　　（弁護士、税理士、公認会計士）、
　　（PREU BOHLIG＆PARTNER法律事務所）、
　　　　　ユルゲン・シュミットヒェン 弁理士
　　　　　ウド・プロイス　弁理士
　　（KRAMER BARSKE SCHMIDTCHEN特許事務所）
通訳を含めて本研修のサポート：
　　　　　フェリックスＲ.アインゼル先生
　　　　　（日本国弁理士・米国特許弁護士）
　　　　　（ゾンデルホフ&アインゼル法律特
　　　　　　許事務所 副代表）

研修内容　：
ドイツ大使館で翌日に行なうセミナーと同じ

内容のセミナーを、よりコンパクトにして開催
しました。前半は、ドイツ国における裁判管轄
や、侵害訴訟や無効訴訟における裁判官の指定、
原告、被告の手続き等、そして、保護範囲にと
って重要なクレーム解釈におけるアプローチ、
後半は、主要な地方裁判所の一つであるデュッ
セルドルフを例に、証拠調べや証拠保全の手続

きや、差し止め請求権の利用価値、最後に、侵
害訴訟のおける防御策や、侵害、無効事件での
コスト等につき解説して頂きました。この研修
会には専門的知識を有している先生方に多数参
加頂きました。

（２）主催部門：新人研修部門（第１回）
　開催時期：６月18日（木）
　テーマ　：米国特許制度の概要（先発明主義を

　　　　　　　中心に）」
　講師　　：竹中　俊子　先生
　　　　　（ワシントン大学ロースクール教授、

　　　　　　　先端知的財産研究センター　センタ
　　　　　　　ー長、早稲田法科大学院教授）
研修内容　：
ワシントン大学ロースクール教授の竹中先生

に、お忙しい中講義をして頂きました。新人研
修部門の主催ということで、今回は、米国特許
制度の基礎知識の習得の観点から、分かり易く
米国特許法の解説をして頂きました。また、日
本・欧州と比較した重要な相違点や米国特許法
改正法案の進展状況など、最新の情報について
も詳しい話を聞くことができました。公聴者も
多く大盛況となりました。

（３）主催部門：新人研修部門（第２回）
　開催時期：７月28日（火）
　テーマ　：「外国出願を意識した明細書の書き

　　　　　　　方」
　講師　　：伊東　忠重　先生　（弁理士）
　　　　　　（伊東国際特許事務所　副所長）
研修内容　：
外国出願する際に考えられる２つのパターン

である、日本出願を基礎としてパリ優先権を主
張して外国出願する場合と日本語ＰＣＴ出願を
行って国内移行する場合について、具体的な事
例を挙げつつ明細書を書く上での注意点等を丁
寧に解説して頂きました。
また、発明者との面談の際の注意点等につい

て講義をして頂き、非常に実務上参考になる講

ＰＡ会研修部会　幹事　金　井　　　建

ＰＡ会の研修について
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義でした。質問も活発に行なわれ、受講者の関
心の高さを感じました。

（４）主催部門：国際研修部門（第２回）
　開催時期：７月29日（水）
　テーマ　：「米国弁護士からみたビルスキー

　　　　　　　判決と特許実務上への影響」
　講師　　：吉田　直樹　先生
　　　　　　（米国弁護士）
　　　　　（Finnegan,  Henderson,  Farabow,
　　　　　  Garret t  &  Dunner ,  LLP）
　研修内容：

ＣＡＦＣの大法廷判決が下され、最高裁に
上告が受理された大注目の事件であるビルス
キー事件判決につき、その概要および当該判
決後に出された関連判決の解説をして頂くと
共に、米国特許実務に与える判決の影響を解
説して頂きました。吉田先生は米国判例を日
本語で分かり易く講義して頂けるため、吉田
先生が講師をして頂く研修は、研修部会が開
催する研修の中でも、非常に人気のある研修
の一つとなっています。

（５）主催部門：一般研修部門（第１回）
　開催時期：９月10日（木）
　テーマ　：「特許調査における特許分類の使い

　　　　　　　方と探し方」
　講師　　：鈴木　利之　先生（弁理士）

　　　　　　（鈴木利之特許事務所　所長）
　研修内容：

特許調査の分野で高名で、多数の研修会で
も講師をされている鈴木利之先生に、昨年度
に引き続き講師をお願いしました。特許調査
を行う際に用いる３種類のコード（ＩＰＣ、Ｆ
Ｉ記号、Ｆターム）のうちどのコードを使う
べきか、また、各コードを用いた場合の問題
点・注意点を、具体例を挙げつつ説明して頂
きました。特許技術文献の調査を行う際に、
コードの問題点を認識しないと調査結果の信
憑性が失われる点について認識することがで
きました。

３．むすび
研修部会では、10月以降も引き続き多くの研修

会を開催すべく準備をしています。ＰＡ会会員の
皆様の弁理士業務に関する知識の向上等を図る場
として、ＰＡ会の研修会に積極的に参加して頂く
ことを願っております。
また、研修の後には毎回懇親会を行っています。

講師の先生、他のＰＡ会会員や他会派の会員との
親睦を深める大変良い機会ですので、懇親会にも
是非参加して頂きたいと思います。
以　上
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ゴルフ同好会では、年間４回にわたり東京近郊
の名門といわれるゴルフコースでコンペを開催し
ています。また、それだけでなく、前年度弁理士
会役員を慰労するコンペを例年５月に行っており、
これもゴルフ同好会の会員を中心に行っておりま
す。
本年のコンペをざっとご紹介しますと、第１回

は、2009年４月９日（木）に桜ヶ丘カントリーク
ラブで開催しました。昨年同様ちょうど桜が咲い
ており、桜を愛でながらのラウンドとなりました。
優勝は、一色健輔先生（ネット75）でした。第２
回は６月18日（木）に日高カントリー倶楽部で行
われ、４組13人が参加して、優勝は小池寛治先生
（ネット78）でした。第３回は９月８日（火）に
日高カントリークラブで行われ、３組11名の参加
となり、優勝は越智隆夫先生（ネット73）でした。
第４回は現在計画中ですが、11月８日（日）に武
蔵野ゴルフクラブで行われる予定です。なお、こ
のような例会のほかに、ＰＡ会の旅行会（10月31
日～11月１日予定）でも、コンペが行われ、この
旅行会のコンペは同好会の会員でなくとも参加で
き、初心者の方のデビューにちょうどよいのでは
ないでしょうか。
年４回開催されるコンペはゴルフ同好会で管理

するハンディキャップ方式で行われており、ハン
ディ８～36の方がいらっしゃいます。ハンディは、
優勝すると３割減、準優勝では２割減、３位は１
割減となっていますので、ハンディ 36の人でも優
勝する確率がだんだん増して行き、結局のところ、
全員が１回は優勝できるチャンスがあるようにな
っています。ちなみに、昨年も今年も今のところ
連続優勝ということはなく、誰もが優勝できるチ
ャンスがあるわけです。
そのほかにも、いろいろな賞を用意しており、

実力で獲得できるものもあれば、ラッキーのみで
いただけるものもあり、帰って家族に自慢できる
ようになっています。
また、シニアの先生にも楽しんでいただくため、

ドラコンについてはシニアドラコン（65歳以上）
を設定しており、さらにグランドシニアドラコン
（70歳以上）も設けています。シニアドラコンは、

一般的に飛距離が少ないといわれる女性の先生も
参加資格があり、一緒に楽しめるようになってい
ます。
　　　　　　☆　　　　　　☆
ここ数年の課題としては、昨年も述べましたよ

うに、参加者が少ないということで、例会のコン
ペは４組がやっとという感じです。当同好会も新
規会員を通年で募集していますが、特に若い層の
先生に参加していただきたいと考えています。こ
のために、初心者向けにゴルフ練習会を開催して
います。これは、道具がなくてもいいから（道具
は借りるのですが）、当同好会のゴルフのベテラ
ンの先生のアドバイスを受けながら実際に球を打
ってみるという催しです。ゴルフの経験はなくて
も大丈夫です。６時半ごろから約１時間半ほど練
習して、汗をかいたところで、近くの飲み屋に行
ってビールを飲むというもので、だんだん新しい
先生が集まってきました。さらに、ショートコー
スでの練習ラウンドや河川敷コースでのラウンド
も企画しているところです。
　　　　　　☆　　　　　　☆
ゴルフの良いところは、ベテランも初心者もそ

れなりに楽しめて一緒にプレイできるところです。
お忙しい毎日ではあると拝察いたしますが、まず
は、楽しむゴルフを目指しておりますので、ご入
会ならびにご参加ください。

以上

同好会活動報告

主幹事　石　渡　英　房

ゴルフ同好会
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「阿形先生の想い出」
今回は誠に残念なことに阿形先生の想い出と云

うタイトルで始めさせていただきます。
阿形明先生は去る４月27日に亡くなられました。

まさに寝耳に水でしたので、驚きの声も出なかっ
たほどです。
阿形先生は我々の会では超有名な先生であり、

弁理士会を初めとして大学、学会等での幅広いご
活躍は知る人ぞ知るでありました。
今、私の手元に本年度の総合成績表が本年第５

回の例会開催の案内とともに幹事さんより送付さ
れて来ています。これによりますと、第２回（４
月４日）までの成績が＋76と記載されており、そ
の次の回（６月６日）と（８月１日）が空欄とな
っています。阿形先生は何があっても麻雀の例会
を決して休まれることはなかった方です。ようや
っと、アーいらっしゃらないんだと思い出したと
ころです。
阿形先生は温厚・篤実を地で行かれた方で、ま

さに文字通り極めて優しい方で、ただ生涯麻雀が
友であると公言されて憚られることがなかったほ
どで、このことは親交のあった方々すべての方が
ご存じでした。
私は、偶々先生とは同窓であり、特許庁という

同じ職場だった関係もあり、専攻は全く違ってい
ましたが、麻雀だけは何をおいてもご一緒させて
頂けました。その後弁理士になってからは、いの
一番にＰＡＭＪ会に入れて頂きました。そして初
回はまだ弁理士登録が済んでいなかった段階で例
会に参加して、緊張のあまり（自分ではそう思っ
ていました）蒼々たるメンバーの中ではありまし

たが、当日優勝の栄を得たことを覚えています。
そして、その年の年間優勝も得まして、優勝賞

品として家紋入りの麻雀牌を頂きました。当時は
まだ、その年度の年間優勝者が翌年の優勝賞品を
負担すると云う慣行がありましたので、結局翌年
度の麻雀牌を小生も負担いたしましたことを覚え
ています。
その後その慣行が立ち消えになった時、阿形先

生は、麻雀屋が開けるほど何個も牌を貰っている
ので私はそれほど必要はないけれど、欲しい方も
居られるんじゃないのと云われていたんですが、
その後の復活はありません。
私自身は麻雀とは別に、会務のこと、事務所の

こと、法律のことなど事ある毎に相談に乗って頂
いていろいろとご教示頂いておりました。
阿形先生は黄綬褒章の栄に浴されておりますと

おり、日本弁理士会の会務を初めとして日本弁理
士クラブ、ＰＡ会等、他母校関係の各役員等をさ
れて、幅広いご活躍をされておられました。
その間をぬって麻雀に精を出されており、何時

仕事をされるんですかと、いつもお尋ねしていま
したが、麻雀が終わると、これから仕事なんだ、
と仰ってそのまま事務所に帰られる姿が今も瞼に
残っています。
常日頃、仕事と麻雀が両立しないなんて、と仰

っていました。
我々ＰＡＭＪ会会員も、仕事と麻雀を両立させ

ることを最優先に掲げて、これを念頭において
日々奮闘しております。
阿形先生のご冥福をお祈りしながら筆をおきた

いと思います。

幹事長　杉　本　文　一

「ＰＡＭＪ会」
麻雀同好会
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長らく続けていた黒門小学校の校庭での夜間練
習会は現在やっていません。また、昨年７月には
ＰＡ会旅行会幹事の藤谷先生からテニス同好会で
の参加を勧めて頂きましたが、残念ながら都合が
つかず参加できませんでした。最近では、今年の
１月、日本弁理士クラブテニス大会の前に西岡先
生が個人的に開いてくれた木場公園での練習会に
参加したのが最後でした。
と言うわけで、ＰＡ会テニス同好会の皆様には、

個々に研鑽を積まれて、或いは気楽な仲間と誘い
合って、テニスを楽しむ健康な日々を送っていた
だきたいと願うものです。
ところで、公式戦の平成20年度の日本弁理士ク

ラブテニス大会は、平成21年１月24日、品川プ
リンスホテル高輪テニスセンターにおいて、ＰＡ
会１、春秋会１、南甲クラブ１、無名会１、稲門
クラブ１の合計５チームによる総当戦を行い、Ｐ
Ａ会テニス同好会は、春秋会、南甲クラブに次い
で３位でした。６ゲーム先取の試合では、先行逃
げ切りが勝ちパターンですが、スタートから逃げ
切りのケースが多かったようです。出場は、後藤
政喜会長、西岡邦昭先生、本田昭雄先生、田中勲
先生と私の混成チームでした。

次の公式戦の平成21年度の日本弁理士協同組合
主催テニス大会は、平成21年４月25日に行われる
予定でしたが、当日朝から風雨が激しく天候回復
の予測が立たないため中止となりました。早朝か
ら準備して開催の有無を待たれた参加者の皆様に
は本当にご苦労さまでした。しかし、主催者のご
厚意により、平成21年11月14日（土曜日）に21年
度の開催が決定となりました。
４月25日の参加予定者を含めて、再度参加者を

募ります。参加資格は、弁理士、弁理士家族、事
務所職員です。
大会参加チームは１チームダブルス２組、全10

チームで午前のリーグ戦と午後のトーナメント戦
の組合わせで、優勝から10位までの順位を競います。
ＰＡ会はＰＡ１とＰＡ２の２チームで参加し、

楽しく試合することを第１とします。目標はＰＡ
１チームは優勝、ＰＡ２チームは楽しく参加とし
ます。
各チーム４名以上で構成します。好ましくは各

チーム５名以上です。
皆様奮って参加下さるようお願い申し上げます。

懇親会だけでも参加してください。

テニス同好会幹事　平　山　洲　光

テニス同好会
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スキー同好会では、初級者から経験豊かなスキ
ーヤー・スノーボーダーまでが自由に参加できる
スキー旅行会を毎冬１～２回開催しています。多
忙を極める時期ですが、遊びにきていただければ
幸いです。
先シーズンは２回のツアーを実施し、第１回ツ

アーは１月下旬に軽井沢に、第２回ツアーは２月
下旬に北海道ニセコに行きました。

＝＝＝軽井沢ツアー＝＝＝
１月17日（土）と18日（日）に軽井沢プリンス

ホテルスキー場に行きました。１泊２日で軽井沢
に行くのは初の試みです。東京から１時間ほどと
いうアクセスの良さは然ることながら、スキー・
スノーボードをしない人でもリゾートを楽しめる
のは軽井沢の魅力の一つです。
軽井沢プリンスホテルスキー場は、全体の90％

が人口雪とのことですが、天然雪とほとんど区別
が付かないほどの滑り心地で（筆者の腕前が至ら
ないせいかもしれませんが）、スキーシーズン初め
の脚慣らしとしては申し分ありません。また、晴天
の下、雪の全くない軽井沢市街を眼下に見下ろし
ながら滑走するのは何とも不思議な気分です。

（軽井沢プリンスホテルスキー場にて）

スキーを楽しんだ後は、プリンスホテルのパー
ティールームにて宴会。その後更に、幹事の宿泊
するコテージに酒やつまみを持ち寄って雑談に耽

ったのでありました。
２日目は皆思い思いに過ごしていたようです。

スキー・スノーボードを楽しむ人、張り切って買
い物に出掛けた人、等等。買い物袋をたくさん抱
えて満足気な方も。
なお、このツアーには16名が参加しました。

＝＝＝北海道ツアー＝＝＝
北海道ツアーは、２月20日（金）～22日（日）

にニセコで開催しました。ニセコは言わずと知れ
たスキーリゾートで、パウダースノーはあまりに
も有名です。
当日は、時より晴れ間があるものの、全体とし

ては雪が降ったり吹雪いたりしていることが多く、
とても天候に恵まれたとは言い難い状況でしたが、
雪質は申し分なく、わずかな晴れ間に精一杯滑り
込みました。筆者ら何名かは、山頂付近の非圧雪
エリアに果敢にトライして返り討ちに遭い、へと
へとになりましたが。。。
初日の晩の宴会では、北海道ならではの豪華な

食事に舌鼓を打ち、美酒に酔いしれました。

（ニセコにて　会長の雄姿）

帰りの羽田便は大幅に遅延。20時に帰京するは
ずが24時前に！　しかし、昨シーズンの経験から
皆さん余裕なご様子、新千歳空港の食事処でのん
びり飲食。幹事のみハラハラどきどき。何とかそ

幹事　田　中　　　勲

スキー同好会
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の日のうちに帰京できて一安心。
なお、ニセコには最終的に14名の方々がご参加

下さいました。皆様お疲れ様でした。

＝＝＝来シーズンについて＝＝＝
昨今の経済状況にかんがみ、数年来続いていた

１シーズン２回のツアー開催を見直しているとこ
ろです。開催時期・場所を含め、具体的なことは
未定ですので、決まり次第お知らせします。
スキー同好会会員の皆様には、シーズンが近付

きましたら詳細なご案内をお送りしますが、会員
以外の方でも、ご興味のある方には、次の電子メ
ールアドレス（isao-tanaka@isshiki.com）にご連絡を
いただければ、案内をお送りするようにいたしま
す。

以上
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ボウリング同好会では、各年度５～６回のボウ
リング大会を開催しています。そのうち、12月
の大会は日弁ボウリング大会を兼ね、また、10月
頃の大会を春秋会等の他会派との合同の大会とし
て、他会派との親睦も図っています。さらに、１
年に１回程度を男女ペアによるミックスダブルス
の大会として、会員だけでなく、家族、友人、事
務所の所員の方々も参加できるようにしています。
通常の大会は、３ゲームの合計得点による個人

戦を基本としており、会員ごとのハンディを加算
して、毎回の順位を決定しています。ハンディは
直近30ゲームのアベレージに基づいて、毎年４月
に更新しています。年度の途中でも、優勝すると
ハンディが５だけ減少し、最下位になると５だけ
増加します。このようなハンディ戦としているた
めに、誰にも優勝のチャンスがあります。また、

約１時間半のボウリングの後は、食事をしながら
の歓談があり、会員の親睦を図っています。
ところで、日弁ボウリング大会は５会派の対抗

戦であり、ＰＡ会は過去に多くの優勝を経験して
います。最近では、平成19年度の日弁ボウリング
大会で優勝しました。過去にボウリングをやった
ことのある人、あるいは、これからストレス解消
にやってみようと思っている人、是非、ボウリン
グ同好会にご入会ください。幹事にご連絡いただ
ければ、大会の案内をお送りいたします。
今年度は、７月７日に通常の大会を、９月29日

にミックスダブルスの大会を実施しました。そし
て、10月29日に春秋会との合同大会を、12月16
日に日弁ボウリング大会を予定しています。さら
に、来年に入っても通常の大会を予定しています。

幹事　鈴　木　利　之

ボウリング同好会
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アウトドア同好会について
この同好会は、野外活動を通じてＰＡ会員およ

びご家族の皆様の親睦とリクリエーションを図る
ことを目的としています。キャンプや釣りなどに
限らず、会員の嗜好や体力に合わせてより幅広い
分野で野外活動の楽しみを享受することをモット
ーとしています。
これまで当同好会では、"ウォーキング・プラ

スアルファの楽しみ"をテーマに、高尾山・自然
観察ハイキング（平成15年３月）、富士登山会（平
成16年６月）、冬の北陸で鳥類と甲殻類に親しむ
会（石川県加賀市・平成17年１月）などを実施し
てきました。
また、こうした野外活動だけでなく、企画会議

を兼ねた懇親会や、舟橋栄子先生による貴重な海
外遠征記録を中心としたビデオ映写会など、仕事
の後で気軽に参加できる会合も随時開催していま
す。

・今後の活動予定
本誌の発行と前後して恒例の秋のハイキングま

たは懇親会等が企画ないしは実施されていること
と思いますが、この原稿を書いている時点では実
施時期等は未定です。今年に入ってから、新型イ
ンフルエンザを考慮して各種行事の実施を控えて
おりましたが、その影響は依然として予断を許さ
ない状況にあります。その状況次第ですが、ハイ
キング等を実施する際には、詳細をＰＡ会ＨＰ等
によりお知らせいたしますので、ぜひご家族連れ
でご参加ください。もちろん同好会会員でなくと
もＯＫです。
当同好会への入会希望やご意見等は幹事までお

知らせください。また、こんな良いハイキングコ
ースがある等の情報やご案内いただける方も募集
しております。

幹事　松　田　嘉　夫

アウトドア同好会
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スクーバダイビング同好会に関するＦＡＱ

Ｑ１．「スクーバダイビング同好会」ってなんです
か？

Ａ１．海が好きな人たちが集まるＰＡ会の同好会
の一つです。スクーバダイビングとは、空気
を詰めたボンベを使ってのダイビング（潜水）
です。

Ｑ２．どんな人が同好会にいますか？
Ａ２．海、魚、美味しいお酒＆食べ物、ボンベか

ら圧縮空気を吸うのが好きな人が参加してい
ます。ライセンスを取ったばかりの人から、
インストラクタや、経験タンク数200本越えの
ツワモノまで、20代から50代の男女からなる
いろいろなダイバーがいます。

Ｑ３．いきなり一人で入会してもとけこめます
か？

Ａ３．始めはみんな一人で入会して、ダイビング
を通じて仲良くなっています。

Ｑ４．ダイビングのライセンスがないと同好会に
は入れないのですか？

Ａ４．そんなことはありません。これからダイビ
ングを始めてみたい人、とりあえず体験ダイ
ビングからという人などもＯＫです。

Ｑ５．どこで潜っているのですか？
Ａ４．最近は、初夏と秋に、沖縄、伊豆に潜りに

行っています。今までの例を挙げると、富戸、
大瀬崎、初島、熱海、沖縄の慶良間諸島など
です。その他にも、同好会の会員同士で誘い
合って海外に行ったり、伊豆に行ったりして
います。

Ｑ６．冬はさすがに潜れませんよね？
Ａ６．いいえ、そんなことはありません。ちょっ

と寒いですが、海水の透明度は抜群です。昨
年末12月30日、31日に潜ったダイバーもい
ます。

Ｑ７．魚やサザエなどを捕まえて食べることはで
きますか？

Ａ７．駄目です。但し、ダイビングの時に泊まる
宿は、当然、海の側。夕食は、採れたての海
の幸です。

Ｑ８．どんな魚を見ることができますか？
Ａ８．熱帯魚の群れ、マンタ、エイ、ヒラメ、イカ、

タツノオトシゴ、イワシの群れを襲うカンパ
チなどなど。魚以外には、カメ、ウミヘビ、
ヤドカリ、イセエビなどもよく遭遇します（運
次第）。

Ｑ９．ダイビングって怖くないですか？
Ａ９．同好会主催のツアーは、安全にダイビング

を楽しむことをモットーとしています。原則
として、現地ガイドをつけたダイビングです。

Ｑ10．スクーバダイビング同好会は、潜るだけな
んですか？

Ａ10．連続して潜る場合には、必ず休憩時間があ
ります。そのときに、釣りを楽しんだりする
こともあります。また、沖縄で潜る場合には、
最終日は、シュノーケリングや、シーカヤッ
クをしたり、普通に観光したりしています。

阿嘉島でのシーカヤック　

幹事　中　野　圭　二

スクーバダイビング同好会
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スクーバダイビング同好会の活動
本年度は、６月26－29日に沖縄は慶良間諸島の

阿
 あ か じ ま

嘉島へ行ってきました。

≪昨年のリベンジへ≫
阿嘉島ツアーの参加者は、Ｄ介さん、私、春秋

ダイバーズ部長のＱさん、大阪から初めて参加の
Ｂさんの計４名。今回も、ＰＡ・春秋・稲門の合
同企画です。昨年は、季節はずれの台風２号の影
響で、カメポイントに行くことができず、シーカ
ヤックなどやり残したことが沢山ありました。
今回は、沖縄の梅雨明けの時期をねらって６月

下旬に企画したのですが、なかなか梅雨が明けず、
ひやひやしながら沖縄へ向かいました。しかし、
我々が沖縄に着くと同時に梅雨が明け、連日晴天
に恵まれました。

アオウミガメ　
阿嘉島に到着後、直ちにカメポイントへ向かい

ました。年に何度かはカメが不在のときもあるら
しく、祈るような気持ちでエントリーしました。
すぐに就寝中のアオウミガメ（写真）を発見し、
先ずは一つ目のリベンジを果たしました。

タイマイ（左）とアオウミガメ（右）　
さらに進むと、そこにはタイマイとアオウミガ

メ（写真）がいました。１本目のダイビングで、
タイマイ×１とアオウミガメ×５を見ることがで
き、カメポイントを満喫してきました。
また、翌日には、水面で○○しているアカウミ

ガメを発見。３種類のカメを見てきました。

モンツキカエルウオ　
（中央の穴の中）　

上の写真はモンツキカエルウオです。巣穴から
少しだけ顔を出しています。周囲には巣穴が多数
あったのですが、先に着いたグループが上を通り
過ぎたために、ほとんどが隠れてしまっていまし
た。
今回も最終日は、シーカヤック＆シュノーケリ

ングツアーに申し込みました。梅雨が明け、次第
に海況も安定してきていて、最高のコンディショ
ンでした。無事、二つ目のリベンジも果たすこと
ができました。
シーカヤックツアーでは、ダイビングボートで

行けない場所にも行くことができ、シュノーケル
でもたくさんの魚を見ることができました。

≪今後の予定≫
秋のツアーは、10月10－12日の３連休に東伊豆

の富戸ツアーを計画しています。臨時のツアーも
随時企画しますので、ご要望のある方は、幹事ま
でご連絡下さい。

≪会員大募集！≫
スクーバダイビング同好会では、会員を募集し

ています。ダイビングに興味のある方は、是非、
幹事までご連絡下さい。

連絡先
幹事：　中野圭二
E-Mail:nakano@cluster-pat.jp 
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ＰＡ会ソフトボール同好会は例年、春から秋に
かけて、年に数回東京もしくはその近郊のグラン
ドを借りて試合ないしは練習を行うことを目標と
しております。しかし最近では、同好会の会員の
皆様も高齢化したために、あまり活発には活動し

ておりません。若手の会員が増えて、以前のよう
に同好会内部で、或いは他のクラブのチームと試
合や練習ができるようになることを期待していま
す。 

ＰＡ会ソフトボール同好会幹事　蔵　合　正　博

ソフトボール同好会活動報告
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編 集 後 記

ＰＡ第2 8号

平成21年10月10日発行

発行者　　　ＰＡ会幹事長　福田　賢三

編　集　　　ＰＡ会幹事会会報部会

印刷・製本　東洋法規出版株式会社

　ようやく会報「ＰＡ」第28号を発行することができました。編集に携わっ

た９月は毎日多くのメール・ＦＡＸで執筆者の先生方や出版社と連絡を取り

合いました。弁理士会役員選挙の日程の関係で会報の発行日を遅らせること

ができないため、期限間際はハラハラしましたが、予定どおり発行できたの

で、とにかくホッとしております。 

　また、本年は、今までお世話になっていました印刷・製本の会社が８月に

倒産してしまったため、出版・印刷・製本を担当していただける会社選びか

ら行わなければなりませんでした。幸いにも、優秀な会社を選ぶことができ、

本年の会報の発行の運びとなりました。 

　最後になりますが、原稿の執筆を引き受けて下さった先生方、迅速に校正・

出版・印刷・製本をしていただいた東洋法規出版株式会社の吉川隆治様、そ

の他ご協力下さった全ての皆様に感謝申し上げます。 

伊　東　忠　重 
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